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技術の思春期を越える

金京鎮 弁護士

父親を失った一人の物理学徒が、制御可能な人工知能を作ると誓って繰り広げた死闘。Dario

AmodeiとAnthropicがPentagonやホワイトハウスと衝突し、スケーリング法則と憲法的AIで時代

を揺るがした物語。

目次

序文

プロローグ - 禁止令が下りた夜

第1章 - サンフランシスコの少年、宇宙の秘密に惹かれる

第2章 - 父の死、そして方向を変えた博士課程

第3章 - スケーリング則を発見する

第4章 - 旅立つことに決めた決意

第5章 - アンスロピック、ミッションを最優先に置く

第6章 - Claudeの突進とホワイトカラーの津波

第7章 - 責任ある拡張とミソス（Mythos）という試験台

第8章 - ペンタゴンとの衝突、決して妥協できない一線

第9章 - 修正憲法第1条の勝利、しかし終わらない綱引き

第10章 - 地政学とチップ、自由民主主義同盟という構想

第11章 - 技術の思春期

第12章 - 慈悲深い愛の機械たち

エピローグ ー 審判であると同時に選手たることができるか



2

序文

すべての章を表示

次の章

2006年秋、プリンストンの大学院生が父親を地に埋葬しました。長く患っていた希少病でした。彼

が愛していた物理学の方程式は、父親の息を一日も延ばしませんでした。彼をさらに長く苦しめた

のは、その後に来たニュースでした。数年経たないうちに、同じ病の治療法が現れ、生存率が五十

パーセント程度から95パーセントに跳ね上がりました。もう少し早かったなら。その狂った時間が

青年の進路を変えてしまいました。宇宙の法則を追い求めていた彼は、生命の複雑性へと向かい、

再びその複雑性を解く機械へと足を向けました。

その青年がDario Amodeiです。この本は彼が立ち上げたAnthropicと、彼がコントロール可能な知

能を作ると言って繰り広げた格闘を追っています。

私は最初、彼をまた別のシリコンバレーの起業家だと思いました。資料を読むにつれ、考えが変わ

りました。彼は人工知能の能力が数ヶ月ごとに二倍になるという曲線を早期に見た人です。その速

度が人間が適応する速度をはるかに上回っているということも見ました。だから彼は誰よりも速く

走りながら、同時にその競争を止める笛を手に握ろうとしています。選手でありながら審判になろ

うというのです。通常は別の二人がその座を担当します。

私はこの矛盾を縫合しませんでした。Pentagonと正面から衝突して自分の国の政府から安全保障上

の脅威として烙印を押された夜も、中国への半導体輸出規制を叫びながらその規制を執行する権力

と闘う齟齬も、そのままにしました。彼を偽善者と呼ぶ側もいれば、原則主義者と呼ぶ側もいます。

私は一方に整理することはしませんでしたが、踏み場が狭い尾根を彼が自ら選んだという事実だけ

ははっきりと書きました。

この本で読者が得るものは、一人の人物の年代記ではありません。砂で考える機械を作るほど技術

が神の領域に近づいた時代に、その技術をどの手がどの心で握っているのかを見ることです。父親

を救えなかった科学の遅さを壊そうと火をつけた人が、今その火が世界全体を焼き尽くさないよう

防火壁を引いています。彼が勝つのか、資本と権力の重さに砕けるのかはまだ決まっていません。

だから私はこの話をその死から始めました。すべての格闘の根がそこにあるからです。

Kim Kyongjin

すべての章を表示

次の章

弁護士、元国会議員、AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 Kim Kyung-jin. All rights reserved.
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プロローグ - 禁止令が下りた夜

前の章

すべての章を表示

次の章

2026年2月27日金曜日、午後5時1分のことでした。

アメリカ国防総省が定めた期限の1分が過ぎていました。サンフランシスコのミッション地区に位置

するAnthropicの本社で、Dario Amodeiはペンを取りませんでした。机の上には、国防総省が突き

つけた文書が置かれていました。そこに記された内容は一行でした。Claudeを「あらゆる合法的用

途」に制限なく使わせよというものでした。その条件を呑めば、会社が最初から引いた二つの線を

消す必要がありました。一つはアメリカ人に対する大規模な監視です。もう一つは、人間の判断を

介さずに標的を選定し引き金を引く完全自律兵器です。この二つには自社の人工知能は使用できな

いというのが、会社の立場でした。

彼は署名しませんでした。

反応は素早いものでした。国防長官Pete HegsethはAnthropicを「サプライチェーン・リスク」企

業に指定しました。それは外国の敵対国にだけ貼られるレッテルでした。同じ日、トランプ大統領

はTruth Socialに投稿しました。「すべての連邦機関」がAnthropicの技術使用を「直ちに中止」す

るよう指示するものでした。米国の企業が自国政府から安全保障上の脅威として烙印を押されまし

た。政府全体から製品が排除されました。それは前代未聞のことでした。

しかし同じ時刻、数千キロメートル離れた中東の夜空では、全く正反対のことが起きていました。

アメリカ中央軍司令部(CENTCOM)がイランに対する大規模攻撃を開始していました。ウォール・ス

トリート・ジャーナルは、その作戦の最中にClaudeがあったと報道しました。標的の識別、情報評

価の処理、戦場シナリオの実行といった任務です。その作戦名はEpic Furyだと伝えられました。政

府が公式に禁止したまさにその人工知能が、同じ政府が開始した戦争の心臓部で、ミサイルの軌道

計算を支援していたのです。

ここに理由がありました。Claudeは軍の機密システムとキルチェーン(kill chain)に深く組み込まれ

すぎていたのです。昨年夏の2億ドルの契約以来、Claudeは機密ネットワークに配置された最初の

フロンティア・モデルでした。情報分析にも、作戦計画にも、サイバー作戦にも組み込まれていま

した。禁止令が発令されたからといって、戦場の真っ最中から一夜にして引き抜けるようなもので

はありませんでした。そこで政府は6か月の移行期間を設けました。危険だとして烙印を押した技術

を、さらに6か月間戦場で使い続けるということでもあったのです。

こうした矛盾をAmodeiは以前から見抜いていました。彼は、人工知能の能力が数か月ごとに倍増す

るという滑らかな曲線に従うという事実を早期に発見した人物でした。それはスケーリング法則

(Scaling Laws)と呼ばれる観察です。人々がチャットボットを珍しい玩具と見なしていた時代、彼

は異なる見方をしていました。この技術の速度が人間が適応できる限界をはるかに上回って迫って
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きていると見たのです。

2024年10月、彼はエッセイ「慈悲深き愛の機械たち(Machines of Loving Grace)」において、や

がて来るであろうその力を一文で描きました。データセンター内に立ち現れた天才たちの国。ノー

ベル賞受賞者より聡明な数百万の知性が、眠ることなく思考する巨大な軍団。彼はこの力が疾病を

征服し、宇宙の秘密を解き明かせると信じていました。そして同じほどに、この力が権威主義の道

具となるか、統制を逃れた兵器となる可能性を恐れていました。

その夜、彼が描いた絵は初めて冷たい現実の上に姿を現わしました。人類をより安全な場へ導くた

めに作られた圧倒的知性が、結局のところ国家権力の手に握られた先端兵器となり、中東上空の標

的を照準に入れていたのです。

大統領の激しい非難が降り注ぎました。トランプはAnthropicを「急進的左翼、ウォーク企業」と呼

びました。「われわれは不要であり、望まず、二度と取引しない」とも書きました。ヘグセスの3日

間の最後通牒と供給網リスク指定が相次ぎました。その圧力の中でも、アモデイは二本の線を消し、

二度と引き直しませんでした。数日後、CBSのインタビューで彼はこう言いました。

「政府に反対することは、世界で最も米国的なことです。そして我々は愛国者です。」

同じインタビューで、彼は矛盾するように聞こえる発言もしました。自分の会社は軍と協力したい

こと、アメリカを防衛することを信じていること、権威主義勢力を打ち負かさなければならないと

信じていることを述べたのです。政府と戦いながら同時に政府の側に立つという人。その中に二つ

のダリオがいたのです。

データセンター内の天才たちが人類を癒すのか、それとも人間の手を経ずに自ら引き金を引く怪物

となるのか。自分たちの技術が政府から禁止される夜を自ら招いた一つの企業の闘争は、より大き

な問いの序幕でした。人類がこの技術の思春期を、自分たちの手で自分たちを破壊することなく通

過することができるのか。

その夜はまだその問いに答えていません。

前の章

すべての章を表示

次の章

弁護士、元国会議員、AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 Kim Kyung-jin. All rights reserved.
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第1章 - サンフランシスコの少年、宇宙の秘密に惹かれる

前の章

すべての章を表示

次の章

1. ドットコムブームに背を向けた子ども

1983年、サンフランシスコのある家。二種類の手が同時に動いていました。一方の手は革に触れて

いました。ダリオの父親リカルド・アモデイ(Riccardo Amodei)はイタリアのトスカーナの小さな

村マッサ・マリッティマからやってきた革職人でした。エルバ島が遠くない場所です。彼は一枚の

革をじっと眺め、切り、縫い合わせました。もう一方の手は本に触れていました。シカゴで生まれ

たユダヤ系アメリカ人の母親エレナ・エンゲル(Elena Engel)はバークレーとサンフランシスコの図

書館を建て、修復する仕事を管理していました。一人は指先で物を作り、もう一人は知識が居場所

とする空間を作りました。質感の異なる二つの仕事は、同じ根から生まれていました。何かを自分

の手で作り、世に加えるということ。

その家で1983年にダリオ・アモデイが生まれました。4年後には妹のダニエラが生まれました。

窓の外の都市は別のスピードで動いていました。ダリオが中学校と高校に通っていた1990年代後半、

サンフランシスコはドットコムブーム(Dot-Com Boom)の真っ最中でした。通りという通りに新し

い商用ウェブサイトの広告が貼られました。同年代の利発な子どもたちはガレージでコードを書き

ながら、百万長者になることを夢見ていました。インターネットはその時代の宗教でした。ところ

が、その宗教の総本山の真ん中で育った少年は、奇妙なことに信者にはなりませんでした。

後年、彼はあるインタビューでその時代をこのように回想していました。「ウェブサイトを作るよ

うな仕事には、僕はまったく興味がなかった。僕が関心を持ったのは、根本的な科学的真理を発見

することだった。」

少年の心を掴んだのは数学でした。理由は明確でした。数学には客観的な答えがありました。ある

子どもはあのテレビ番組は素晴らしいと言い、別の子どもはひどいと言いますが、数学をするとき

だけは、世界にただ一つの答えが存在しました。その点が彼にとって安堵だったのです。嗜好と流

行と金が人間の気まぐれに従ってうねる都市で、揺らがないものが存在する、ということ。少年は

その揺らがない方へと歩み入っていきました。

だから彼は部屋で数式に夢中になりました。科学の本に深く入り込みました。宇宙の始まりと物質

の根本を問う本を読みました。ドットコムブームが都市を席巻している間、ダリオの頭を席巻して

いたのは別の問いでした。宇宙はどのようにして始まったのか。物質を構成する最根底にある法則

は何か。外部のデジタル革命は、その問いの前では表面のノイズのように聞こえました。

両親は二人の兄妹に才能をどこに使うかを教えました。ダリオは後年このように述べています。「

親は僕に何が正しくて何が間違っているのか、世界で何が大切なのかを教えてくれました。強い責

任感を植え付けてくれました。」革を縫う父親と図書館を建てる母親が食卓で渡したのは技術では
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なく、方向性でした。世界の不正に目を向けること。持っている才能を自分のためではなく、より

遠くのために使うこと。この教えは長く生き続けます。20年余り後、同じ兄妹が自分たちの国の政

府を法廷に立たせるシーンへと直結するのです。

ドットコムの狂乱の中で、他の天才少年たちが金持ちになる夢を見ていた時、この少年は夜空と方

程式に目を向けていました。彼は起業家になる考えを持っていませんでした。彼がなりたかったも

のはただ一つでした。宇宙の根本を解く科学者。

2. ローウェル高校からカルテックへ、そして一つの寄稿文

ダリオはサンフランシスコの名門公立学校ローウェル高等学校(Lowell High School)に通っていまし

た。全国から才能児が集まる場所でしたが、彼の物理学と数学はその中でも際立っていました。

2000年、彼はアメリカ物理オリンピアド(USA Physics Olympiad)の国家代表チームに選ばれまし

た。高校生が得られる明確な栄誉の一つでした。

卒業後、彼は基礎科学の聖地であるカリフォルニア工科大学、カルテック(Caltech)に進学しました。

ここで彼は伝説的な物理学者トム・トンブレロ(Tom Tombrello)に出会います。トンブレロは学部

1年生の中でも極わずかだけを選んで教える「Physics 11」を運営していて、ダリオはその学生の

一人になりました。トンブレロのやり方は公式を暗記して答えを当てる訓練ではありませんでした。

ヒントのない不確かな自然現象の前に学生を置き、直感だけで道を見つけさせる訓練でした。巨大

な問題の前で怯まない方法。複雑な塊を貫いてその中の簡潔な法則を引き出す方法。ダリオがこの

時に身に付けたこの態度は、遠い将来スケーリング則を見分ける眼の原形となります。

しかし、実のところカルテックで彼を他の天才たちから区別したのは物理学ではありませんでした。

2003年の春でした。ブッシュ政権が戦争の太鼓を叩いていました。イラク侵攻はほぼ確定したも同

然でした。カルテックのキャンパスは妙に静かでした。大多数の学生は問題集と実験とコンピュー

ターゲームに顔を埋め、キャンパスの外で起こっていることに目を向けていませんでした。

3月3日。学生新聞『ザ・カリフォルニア・テック』(The California Tech)の5ページの一番上に一

編の論説が掲載されました。タイトルは「反戦デモ：大多数の学生は世界政治に無関心である」で

した。著者はカルテック2年生のダリオ・アモデイでした。

彼は社会評論家ニール・ポストマンを引き合いに出して記事を始めました。アメリカ民主主義が直

面した最大の危険はオーウェル式独裁ではなく、政治と公的対話を無意味にする文化であるという

ポストマンの診断でした。ダリオはすぐさま刃を自分の同級生たちに向けました。「問題は誰もが

イラク爆撃に賛成しているということではない。大多数は原則的には反対しながらも、そこに一ミ

リ秒さえ費やそうとしないということだ。」そして彼は釘を刺しました。「これは今、遅滞なく変

わらなければならない。」

二十歳の青年の文章にしては、その筆致はあまりにも鋭いものでした。彼は、同級生たちが世間の

スキャンダルや扇情的な話題ではなく、問題集やコンピューターゲーム、ドーナッツの需給をめぐ

る奇妙な言い争いに気を取られていると書きました。未来を変える力を持つ者たちが、その権利を

呆気なく投げ捨てていると書きました。そして義務について語りました。私たちには、私たちの共

同体、国家、そして人類の倫理的な健全性を守る特権と義務があるのだと。
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この文章がどのような人間を作り上げたのかは、彼がその春、二度と筆を執らなかったという事実

からも明らかです。彼は活動家にはなりませんでした。彼は言うべきことを一度はっきりと告げ、

自分の居場所へと戻っていきました。その年の春、キャンパスのあるパーティーで、Saddam

Husseinの仮装をした誰かが「反戦活動家」Amodeiに近づいて握手を求め、彼の「支持」に「感謝」

の意を表したという逸話が、学生新聞の卒業号に掲載されました。冗談でした。しかし、その冗談

でさえ、彼がその場所でどのような名前で呼ばれていたのかを物語っています。

次の学期、DarioはCaltechを去りStanfordへと移ります。彼が去ると言ったとき、Tombrelloが残

した言葉があります。「Darioに関して言えば、彼がここで無理にとどまらないことが極めて重要だっ

た。この男は国宝だ」。師は弟子を引き留める代わりに、送り出しました。

2003年のこの一篇の文章を軽んじてはなりません。圧倒的な知能だけでは十分ではないということ。

その力は必ず道徳的責任の制御下になければならないということ。二十歳のDarioが学生新聞に記し

たこの信念は、23年後にほぼそのまま戻ってきます。2026年2月、国防長官Pete Hegsethが

Claudeの安全装置を外すよう要求したとき、彼が示した拒絶の論理は、Caltechの学生新聞の青年

が書いた一文と同系統のものでした。本人もそう語っています。「私は民主主義を守るためにAIを

使うことの実存的な重要性を深く信じている。しかし、限られたケースにおいては、AIが民主的価

値を守るのではなく、崩壊させかねない」。同一人物でした。新聞の紙面が変わっただけです。

3. Stanfordで取得した物理学学士

CaltechはDarioに最高の訓練を与えました。しかし、その閉鎖性は彼のより広い渇望をすべて満た

すことはできませんでした。彼は宇宙の根本を問う物理学の巨大さを愛していました。それでも、

それが現実の生命や社会とどのように関わるのかを、より広く見つめたいと願っていました。その

ため、彼はCaltechを去り、Stanford Universityへと移りました。

Stanfordの周辺でも、Silicon Valleyの二度目の技術ブームが育ちつつありました。毎日新しいベン

チャーが生まれ、資金が行き交っていました。Darioは相変わらずそちらに目を向けようとはしませ

んでした。代わりに、彼は量子力学や一般相対性理論、宇宙論といった理論物理学の深淵に没頭し

ました。彼にとって物理学は計算の道具ではありませんでした。複雑に絡み合った世界の裏側を見

通し、本質に到達する一つの原理を見つけ出す旅路だったのです。

2006年、Dario AmodeiはStanfordで物理学の学士号を取得しました。学部を終える頃、彼の視線

は太古の宇宙を問う宇宙論と理論物理学の最前線に固定されていました。彼はEinsteinやFeynman

が歩んだ道をたどり、宇宙の誕生を数学で解体する理論物理学者になろうとしました。そして、そ

の道の次の関門であるPrinceton Universityの博士課程に、専攻を理論物理学として進学しました。

すべてが、彼が幼い頃から描いてきた軌道の上に正確に置かれているかのように見えました。

しかし同じ年、その軌道を完全にねじ曲げてしまう事柄が静かに近づいていました。

長く稀有病に苦しんでいた父親リカルドの病状が2006年に絶望的に悪化しました。宇宙の始まりを

説明する精密な方程式を手に握りながらも、目の前で崩れていく父親の細胞ひとつをどうすること

もできませんでした。その冷たい無力感は青年の世界観にひびを入れました。スタンフォードの学

士号はある旅の完成でした。しかしそれは同時に、宇宙論の夢をあきらめ、博士号の専攻を生命の

方へ完全に変えることになる次の章の幕開けでもありました。
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その転換は最初からの選択ではありませんでした。ある人の死が作った方向でした。この本が最初

から最後まで手放そうとしない事実、それはまさにそれです。

前の章

すべての章を表示

次の章

弁護士、元国会議員、AI政策研究者

kimkj.com
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#金京鎮弁護士 #AI #技術の思春期を越える
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第2章 - 父の死、そして方向を変えた博士課程

前の章

すべての章を表示

次の章

1. 理論物理学から生物物理学へ

2006年秋、プリンストン大学の大学院生が宇宙の方程式を眺めていました。23歳でした。スタン

フォードで物理学の学士号を取得し、東部に渡ってきたダリオ・アモデイでした。彼が選んだ道は

理論物理学でした。宇宙はどのように始まったのか、物質のこれ以上分割できない粒子がどのよう

な規則で動くのか、そのような問いが彼を惹きつけました。高校時代に窓の外でドットコム・バブ

ルが起こっていても、彼はウェブサイトのようなものに目を向けませんでした。金が流れる場所で

はなく、真理が置かれている場所を見たいと望んでいました。プリンストンはそのような人にふさ

わしい場所でした。アインシュタインが晩年を過ごした学校、ノーベル賞受賞者を次々と輩出した

物理学科。ダリオはその中で自分の居場所を見つけたように見えました。

彼がキャンパスに足を踏み入れてからほどなく、一人の人が亡くなりました。それは父、リカルド・

アモデイでした。イタリアのトスカーナにある小さな丘の町マッサ・マリティマから来たレザー職

人でした。生涯、指先で革を扱いながら2人の子供を育てた人でした。長く患っていた希少疾患が彼

を連れ去りました。ダリオが博士課程を始めたまさにその年、2006年のことでした。

父の死の前で、宇宙の方程式は突然遠く感じられました。時空間の構造を計算するその優雅な数式

は、病床で息を切らしている一人の人間を救うことができませんでした。精密で美しかったが、無

力でした。ダリオは後にこの時期について、ほぼ怒りに近い感情を示しました。誰かが彼を「技術

進歩を遅くしようとする悲観論者」と呼ぶたびに、彼は怒りました。「私の父は、ほんの数年早く

出ていたはずの治療法があれば、救われていたはずです。私は、この技術の恩恵が何かをよく知っ

ています。」それは彼があるインタビューで述べた言葉です。

この悔恨を確固とした確信へと変えた出来事が続きました。父が去ってからそう時間が経たないう

ちに、父を連れ去ったその病気の様相が完全に変わったのです。かつて半数が命を失った病が、医

学の進歩のおかげでほぼすべて治療できる病に変わりました。致死率が50パーセントから5パーセ

ントに低下したという話でした。ダリオは後にこう述べました。「その病の治療法を見つけ出し、

多くの人命を救った誰かがいました。しかし、もっと多くの人命を救すこともできたはずです。」

より多くの人。その中に自分の父が含まれていました。

この時間的なズレがダリオに残した教訓は確固たるものでした。科学が速いか遅いかは、論文の上

の問題ではありませんでした。それは誰が生きて誰が死ぬかの問題でした。数ヶ月、数年の違いが

一人の人間の生死を分けました。宇宙の秘密を解こうとしていた青年は望遠鏡を置き下ろしました。

そして顕微鏡の方へと身を向け直しました。彼は物理学を捨てたわけではありませんでした。物理

学の精密な道具を手に持ち、生命の領域へと渡っていったのです。理論物理学から生物物理学

(Biophysics)へ。人々はこれについて、しばしば最初から計画された進路変更のように話しがちで

す。実際のところはそうではありませんでした。これは一つの死が生み出した方向転換でした。科
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学がより速く人命を救うことを望む心、その心が生涯彼の研究を推し進める燃料となったのです。

2. 網膜から始まった神経回路研究

生物物理学へと方向を転じたダリオが直面したのは、自然が作った最も複雑なもの、すなわち脳で

した。彼はプリンストンでウィリアム・ビアレク(William Bialek)教授の指導下で博士研究を始めま

した。副指導教授は神経回路研究のマイケル・ベリ(Michael Berry)教授でした。(学部時代にカルテッ

クで彼を導いたメンターは別にいました。物理学者のトム・トムブレロでした。)ダリオが掲げた問

いはこのようなものでした。別々に離れた無数のニューロンが、どのようにしてお互いに信号をや

りとりして、一つの知覚を生み出すのか。

彼は答えを求めてRetina(網膜)を選びました。網膜は眼の内側を覆う薄い組織です。単に光を受け

入れる受動的なセンサーではありません。入ってきた光を一次的に加工・圧縮して脳に送る小さな

コンピュータに近いものです。脳の一部が外に飛び出したようなものであるため、神経がいかに情

報を処理するかを見詰めるにはこれ以上の窓口はありません。ダリオは0.5ミリメートル×0.5ミリ

メートル、爪よりずっと小さい網膜の断片に詰まった200個以上の細胞の電気信号をほぼ漏れなく

記録する方法を生み出しました。博士論文のタイトルがその作業の重みをそのまま示しています。

「Network-Scale Electrophysiology: Measuring and Understanding the Collective Behavior of

Neural Circuits」。これを日本語に訳すと、ネットワーク規模の電気生理学、神経回路の集団行動

を測定し理解すること、といった具合になります。

当時の大きな壁はデータの複雑さでした。ニューロン一つがどう応答するかを見るのではなく、数

百個のニューロンが同時に発火して作り出す巨大なパターンを読まなければなりませんでした。こ

こで物理学者の頭が光を放ちました。ダリオはカルテック時代のトムブレロから学んだ態度を引き

出しました。複雑で巨大なシステムの前でひるまず、それを貫く簡潔な法則を引き出す態度でした。

彼は統計物理学のモデルを神経データに持ち込みました。そして何かを発見しました。個々のニュー

ロンは単にオン・オフの信号を発するだけなのに、これらが数百数千個に束ねられてネットワーク

の規模が大きくなると、そこから画像の輪郭を認識し運動を追従する高次の能力が湧き上がるとい

うのです。彼の論文はこの神経網で臨界現象(critical phenomena)の強い証拠を発見したと評価さ

れました。長い間、理論でのみ予測され、実証されていなかった現象でした。

ここに後年の種が含まれていました。ニューロンが共に発火する方式、そしてそのネットワークの

規模が即座に能力を決定するという洞察です。これは数年後、ダリオがシリコンバレーで人工ニュー

ラルネットワークと大規模言語モデルを作りながら確立するスケーリング法則(Scaling Law)の知的

母胎となります。生物学的脳で彼が見た原理と、機械の神経網で彼が見るであろう原理は本質にお

いて同じ問いでした。簡潔なユニットが数えきれないほど集まると、いかに知能が湧き上がるのか。

この優れた研究が認められ、ダリオはHertz Foundation(ハーツ財団)から2007年フェローシップ

を受け、2011年と2012年の2年間にわたり博士論文賞を受けました。

彼はこの時すでに二つの世界の間に橋を架けていました。一方には生物学的脳があり、他方にはま

だ本格的に目覚めていない人工ニューラルネットワークがありました。ダリオはその二つが同じ言

語で話すことを他の誰よりも先に気づいた人でした。

3. スタンフォード大学医学部博士研究員課程
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プリンストンで学位を終えたダリオはスタンフォード大学医学部に職を移しました。学部時代を過

ごした学校への帰還です。父を失った後に抱いた決意、科学で人を救うという決意を実現する歩み

でした。彼が加わったのはParag Mallick教授の研究室でした。タンパク質を分析してがんを早期に

発見するマーカー、つまりがんバイオマーカー(Cancer Biomarker)を追跡する研究室でした。ダリ

オの仕事は腫瘍の内外のタンパク質を詳しく見て、転移したがん細胞を見分けることでした。父を

奪った病の恐怖を誰よりもよく知る彼にとって、この仕事は単なる一つの研究課題ではありません

でした。

モニターの前でデータを掘り下げるほど、彼は巨大な壁にぶつかりました。物理学の方程式は綺麗

に解けました。生物学はそうではありませんでした。タンパク質一つを理解しようとしても、それ

が細胞のどこにあるのか、どう変形するのか、他の数万個のタンパク質とどう絡み合っているのか

をすべて考慮しなければなりませんでした。変数一つをつかむと数千個が飛び出してきました。患

者ごとにパターンが異なりました。人間が仮説を立て、実験をし、論文を読み、統計を手作業で合

わせていく方式では、この天文学的な場合の数に到底付いていくことができませんでした。

ダリオはここで痛切な結論に到達しました。「生物学の複雑性は人間の規模を超えている」。彼の

言葉です。いかに優れた研究者でも生涯で理解できる生物学は全体のごく一部に過ぎません。病を

征服しようとすれば、数百、数千人の研究者が生涯をかけて積み重ねた知識を一つに統合し、巨大

なパターンを読まなければならないのに、人間の脳ではそれが不可能でした。父を救い切れなかっ

たその「科学の遅い速度」の根に、人間知能そのもの の限界がありました。その悟りは絶望に近い

ものでした。

その絶望の終わりから光が差し込みました。ダリオがスタンフォードにいた頃、シリコンバレー全

域で何かが目覚め始めていました。長らく可能性だけを抱いていた機械学習が、強大なコンピュー

ティングパワーと膨大なデータに出会い、突然成果を出し始めたのです。ダリオはこの新しい技術

に直接触れてみました。すると、頭の中に散らばっていた断片が一つに揃いました。人間の脳では

対処できない生物学の複雑性を扱う鍵が、正に人間を超えた人工知能である可能性がありました。

彼はこのように回想しています。「生物学の根本的な問題が持つ複雑性は、人間の規模を超えるも

のに感じられました。それをすべて理解するには、数百人、数千人の研究者が必要だったのです。」

その数千人の研究者に取って代わる何かが、いま正に目を開こうとしていました。

網膜を研究していた時代に彼が手に握っていた直感、シンプルなユニットが巨大なネットワークに

結ばれると知能が湧き出すというその直感が、再び蘇ったことでしょう。生物学で行き止まりに突

き当たった挫折は、逆説的ながら彼を技術の方へ押し出しました。彼は生物学を離れたのではあり

ませんでした。生物学を含む人類のあらゆる難題を解くために、知能そのものの規模を人間を超え

て大きくする、より根本的な戦いを始めることにしたのです。2014年11月、ダリオはスタンフォー

ド医科大学の研究室の扉を閉じて出て来ました。彼の次の目的地は学界ではなく産業でした。Baidu

でした。

進路を変えた青年は、いまより大きな転換の分岐点に立っていました。

前の章

すべての章を表示
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次の章

弁護士、元国会議員、AI政策研究者
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第3章 - スケーリング則を発見する

前の章

すべての章を表示

次の章

1. Baiduから始まった産業経歴

ヘッドフォンの向こう側から、ある通話が流れてきました。ノイズが混じった声。強い抑揚で話す

人の言葉。単語の末尾がぼやけた録音。2014年11月、サンフランシスコ南部のサニーベール地区

のあるオフィスで、Dario Amodeiはそれらの音声ファイルに耳を傾けていました。コンピュータは

同じ音を文字に変換しようとしては、何度も滑ってしまいました。その滑りを減らすことが彼の仕

事でした。

この地位に至るまで、彼が歩んできた道は普通の人工知能研究者とは異なっていました。彼は2011

年にプリンストン大学で物理学の博士号を取得しました。指導教授は神経科学者David Tankでした。

論文は、網膜の神経回路がどのように信号をやり取りするかについて論じています。その後、スタ

ンフォード医学大学院で博士後研究員として研究を進め、タンパク質を分析してがんを追跡する研

究に取り組みました。彼は人工知能を正式に勉強したことがありませんでした。彼が持ってきたの

はアルゴリズム設計の経歴ではなく、複雑な生物データを扱うために自分で書いたコードのまとま

りでした。

彼を採用した人物はディープラーニング分野の先駆者Andrew Ngでした。Ngはその当時、中国の検

索企業Baidu（百度）のシリコンバレーにある人工知能研究所を率いていました。コンピュータサイ

エンスの正統的なコースを履修していない申請者をNgのチームが受け入れた理由は1つだけでした。

Darioがスタンフォードで直接書いたそのコードでした。コードには、複雑なシステムをデータとし

て扱う人特有の感覚が染みこんでいました。物理学者は世界を測定可能な量に変換するトレーニン

グを長く受けます。Ngはその視点が神経網を扱う際にも有用であると考えました。

Darioが参加したプロジェクトの名前はDeep Speech 2でした。その前身であるDeep Speechは既

に挑発的な主張の1つを含んでいました。音声認識システムを構築する際に、人間の言語学者が手で

彫刻した複雑な処理段階をすべて取り除こうというものでした。従来の方法は、音を音素に分割し、

再び確率モデルに適合させ、辞書を追加しました。Deep Speechはそのすべてを放棄しました。マ

イクに入ってきた生の音声波形を巨大なニューラルネットワークに直接投入し、文字が直接出力さ

れるようにしようというアイデアでした。これを「end-to-end」方式と呼びました。Darioと彼の

同僚たちはDeep Speech 2でこの方法を英語と中国語の両方の言語で同時に推し進めました。性格

が全く異なる2つの言語を同じ構造で処理することは、その当時としては大胆な試みでした。

ここで彼は生涯にわたって彼に付きまとう現象に初めて直面しました。パフォーマンスが壁に突き

当たるたびに、周囲のコンピュータサイエンティストたちは、アルゴリズムをより精巧に調整する

ことを提案しました。新しい数学的装置を組み込み、ニューラルネットワークの構造を調整し、人

間の言語知識をさらに注入しようという具合でした。Darioは別のダイアルに手を置きました。ニュー

ラルネットワークの層をさらに深く積み重ねました。データを2倍、3倍に増やしました。コンピュー
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タがより長く学習するままにしました。モデルサイズ、データ量、計算時間。彼が手にしたのはこ

れら3つのハンドルでした。

結果は彼の目を疑わせました。人間が考案した如何なる精巧な言語学的フィルターも捕捉できなかっ

た壁がありました。ノイズの中の音声、方言、抑揚。その壁はモデルを拡大させるにつれて崩れ始

めました。Deep Speech 2システムは9,000時間を超える音声データで訓練されました。いくつか

の領域では、人間が転記した結果に匹敵する精度に達しました。この作業は後にMIT Technology

Reviewが選んだその年の革新技術の1つとして記録されることになりました。

物理学には相転移（phase transition）という概念があります。水は99度までは単に熱湯です。

100度で突然沸騰して水蒸気になります。ある量が一定の閾値を超えると、全く異なる状態が現れ

る現象です。Darioはニューラルネットワークで同様のものを見ました。サイズを大きくすると、そ

れまでなかった能力が生まれました。彼は気づきました。知能を高めることは、ひょっとして天才

的な技巧の問題ではなく、規模の問題かもしれないということに。Baiduでの1年は短かったのです。

しかし、この1年で彼は今後10年歩むことになる仮説の種を手に握ったのです。

2. Googleブレインを通して

2015年末、ダリオはBaiduを離れてGoogleブレインに移りました。当時、Googleブレインはジェ

フ・ディーン(Jeff Dean)に支えられた強力なインフラの上に立っていました。ディープラーニング

を研究室の実験から世界を動かすツールへと育てていた場所でした。コンピューティングリソース

の規模はBaiduとは全く異なっていました。ダリオにとってここはより大きな坩堝でした。音声とい

う限定的な領域で確認された現象が、人工知能全般に広がるのかを、ここで試すことができたので

す。

この時期、彼はある人物と親しくなります。隣の席に座っていた研究者クリス・オラー(Chris Olah)

です。オラーは神経ネットワークの内部を観察することに没頭していた人でした。モデルがなぜそ

のような答えを出すのか、その内部で何が起きているのかを図で描き出そうとしていました。後に

二人は同じ会社を創立することになります。しかし当時はまだその未来を知りませんでした。

Googleブレイン内でダリオの頭には二つの思考が同時に芽生えました。一つは確信でした。モデル

を大きくすれば、強くなる。彼はGoogleの圧倒的なコンピューティングリソースでその確信を何度

も確認しました。もう一つは不安でした。モデルが強くなるほど、その中で何を考えているのか人

間はますますわからなくなるということでした。

その不安には具体的な根拠がありました。当時ディープラーニングモデルは特定のタスクで人間の

精度を上回りました。ところが人間の目では見えないほどのわずかなノイズを写真に少し加えると、

コンピュータが猫をトラックと誤認識するという事態が起こりました。敵対的攻撃(adversarial

attack)と呼ばれました。強いと同時に、信じられないほど脆弱でした。このニ重性をダリオは見過

ごすことができません。神経ネットワークは世界を人間のように理解していなかったのです。私た

ちが想像もできない方法で境界線を引いていたのでした。

この問題意識は、当時人工知能学界では周辺的な考えでした。大多数の研究者は、人工知能が人間

を脅かすほど強くなるという話を避けていました。過去に人工知能が大きな約束をしながら崩壊し

た時代がありました。いわゆる「人工知能の冬」(AI Winter)が残した傷のためでした。彼らは当面
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のパフォーマンスを1パーセント高めることに集中していました。大きなリスクについて語ることは

時代遅れな空想として扱われました。

ダリオと数人は異なっていました。その結果が2016年に発表された論文「AI安全の具体的問題」

(Concrete Problems in AI Safety)です。ダリオが筆頭著者でした。Googleブレイン、Stanford、

Berkeleyの研究者が参加しました。この論文がしたことは、人工知能のリスクを空想から工学の机

上に引き出すことでした。遠い未来の黙示録的な終焉ではなく、現在の機械学習で実際に生じる可

能性のある問題を列挙しました。モデルが目標を達成する際に予期しない副作用をもたらす問題。

報酬を得るために抜け道を使う問題。危険な探索を防ぐ問題。抽象的な恐怖ではなく、解決すべき

タスクのリストでした。

Googleブレイン時代はダリオを変えました。彼はもはやパフォーマンスを搾り出す技術者としての

み自分を見ていませんでした。技術がどこへ向かうのか、その方向を安全に変えることができるの

かを思案する人になっていました。同時に大企業の限界も感じました。Googleは検索と広告という

巨大な事業を守らなければなりませんでした。人工知能研究もその事業を支援する方向に整列させ

られざるを得なかったのです。ダリオが直感した変化の規模は企業が引き受けられるものよりもは

るかに大きかったのです。彼はより根本的な場所を求めていました。ちょうどシリコンバレーの片

隅で、風変わりなノンプロフィット研究所が今まさに扉を開こうとしていた最中でした。

3. OpenAIの研究部門副社長

2016年、ダリオはOpenAIに参加しました。生まれたばかりの非営利研究所でした。大手企業が人

工知能の人材を独占することに対抗し、人類全体に役立つ安全な汎用人工知能を作るという旗を掲

げていました。自由な雰囲気でした。研究者たちはロボット、ゲーム、言語など、それぞれ異なる

方向に散らばっていました。ダリオは急速に研究部門副社長（VP of Research）の座に上り詰めま

した。そして伝説的な研究者イリヤ・サツケヴァー（Ilya Sutskever）とともに、研究の大きな方向

性を定める中核に立ちました。

参加初期、イリヤがダリオに投げかけた一言がありました。ニューラルネットワークについて初め

て聞いた言葉の一つだとダリオは後年回想しています。「このモデルたちは、ただ学びたいだけな

んだ（The models just want to learn）。」短い一文でした。その意味は、こうでした。人間が自

分の頭で絞り出した狭いアイデアでモデルを教えようとするな。十分なデータと計算を与え、道を

開いてやれば、モデルは自分で世界のルールを吸収する。ダリオが百度で肌で感じていたことを、

イリヤは一文で要約していたのです。

この哲学はやがて現実になりました。2017年、GoogleがTransformerと呼ばれる新しいニューラ

ルネットワーク構造を発表しました。ダリオはこれが自分が探していた器だと気づきました。膨大

な計算を次々と吸収する構造でした。OpenAIはこの構造に人類が書いた膨大なテキストを流し込み

ました。そして次の単語を当てるという目標一つだけを与えました。すると、モデルは文法を学び、

文脈を学び、論理に従うようになり始めました。

こうして生まれたのがGPT-2（2019年）とGPT-3（2020年）です。GPT-3はパラメータが1,750

億個に達しました。衝撃は能力の種類にありました。このモデルはただ次の単語を予測するように

学習しただけでした。ところが、別に教えられなかった仕事までこなしました。翻訳し、要約し、
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簡単なコードを書きました。誰もそのような能力を一つ一つ注入していませんでした。サイズを大

きくしたら自動的に現れたのです。

ここで一つの事実を正しておきます。一般にダリオをスケーリング法則（Scaling Laws）の単独発

見者のように描く話が流れていますが、実際はそうではありません。2020年1月に発表された論文

「ニューラル言語モデルのスケーリング法則（Scaling Laws for Neural Language Models）」は、

ジャレッド・カプラン（Jared Kaplan）とサム・マッキャンドリッシュ（Sam McCandlish）が研究

を主導しました。ダリオはそのプロジェクト全体を通じて方向性を定めた人として、10人の著者の

中で最後に名を連ねました。GPT-3を世界に知らしめた論文「言語モデルは少数例学習者である（

Language Models are Few-Shot Learners）」の第一著者もダリオではなくトム・ブラウン（Tom

Brown）でした。

この区別が重要な理由があります。この本は一人の人間を英雄に祭り上げる本ではないからです。

ダリオの本当の立場は単独の発明者ではありませんでした。散在する観察を一つの確信にまとめ、

会社全体をその方向に推し進めた人でした。その論文が数学的に示したのはこうでした。モデルの

性能を低下させる誤差が、パラメータ数とデータ量と計算量という三つの変数に従って、滑らかな

べき関数（power law）曲線を描くということ。7桁を超える範囲でもその曲線は乱れませんでした。

ニューラルネットワーク構造の細かな違いはその前ではほぼ意味を持ちませんでした。

ダリオが行ったことは、この曲線を信じ、その信念で会社を動かしたことでした。曲線が滑らかだ

ということは、ある程度未来を予測できるということです。モデルをこれだけ大きくすればこれだ

け賢くなる。その予測の上で、彼は賭けを押し進めました。GPT-2の15億個のパラメータをGPT-3

では1,750億個へと一気に引き上げたのです。

GPT-3が人間が書いたものと区別がつかないテキストを作成し、コードを書く姿を目にしたとき、

シリコンバレーは揺らぎました。ダリオはデータセンターというシリコンの揺りかごの中で、新し

い種類の知能を育成する設計者となっていました。しかし、その勝利の最中で、彼の心には敬畏と

ともに亀裂が育ちつつありました。

4. RLHFの共同発明

賢いことと善いことは別です。ダリオが直面していた亀裂はそこにありました。GPT-3はインター

ネットのテキストを丸ごと飲み込みながら学習しました。人類の知識がそこにありました。同時に、

人類の偏見と憎悪と嘘もそこにありました。モデルは世界の事実を見事に予測しました。しかし、

何が正しく何が間違っているのかは全く理解していませんでした。ユーザーが要求するだけで、完

璧な文で危険な情報を淀みなく説き出す準備ができていました。飼い慣らされていない獣でした。

哲学には事実と価値の区別（fact-value distinction）という古い問題があります。世界がどのよう

であるかを知ることと、世界がどのようであるべきかを知ることは別の事柄だということです。モ

デルを大きくすると、事実についての知識は指数関数的に増加しました。しかし価値は自動的には

付いてきませんでした。知能の規模が爆発するのに価値の羅針盤がなければ、その結果は祝福では

なく災厄である可能性がありました。整列（alignment）問題はもはや気楽な議論の種ではなくなり

ました。差し迫った工学的課題となったのです。
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ダリオはPaul Christianoを筆頭とする同僚たちとこの問題に取り組みました。彼らが到達した解決

策が、人間フィードバックに基づく強化学習、略してRLHF（Reinforcement Learning from

Human Feedback）でした。今日、ほぼすべての安全な人工知能モデルの骨組みとなった技術です。

原理は案外シンプルです。まず、モデルが1つの質問に複数の回答を生成させます。人間の評価者が

それらの回答を読んで、どれがより有用で、誠実で、害のないかをランク付けします。この人間の

嗜好データを用いて、何が良い答えかをスコアリングする別の報酬モデル（reward model）を訓練

します。最後に、本体モデルがその報酬モデルで高いスコアを得る方向へ答えを変えていくよう、

強化学習で調整します。人間の判断を一度機械の形で固め、それを基準としてモデルを訓練する方

式です。

ダリオと同僚たちは目標を3文字に圧縮しました。HHH。有用（Helpful）で、正直（Honest）で、

害がない（Harmless）。モデルは質問者の意図を汲み取り、有用な答えを与える一方で、知らない

ことは知らないと言い、危険な要求に直面しては丁寧に拒否することができなければなりませんで

した。RLHFは、統制不能の獣に初めて装着された綱でした。

RLHFの発明は、スケーリング則の確立と同じくらいダリオの経歴において重要でした。彼は知能を

爆発させる火を扱う方法を習得しつつありました。同時に、その火が広がるのを防ぐ方法も一緒に

探していました。ところが、この発明には微妙な影がありました。

最初の影は労働です。RLHFは多くの人々の手に依存しています。回答をランク付けする作業は、結

局のところ低賃金の契約者たちの役割でした。人間の偏見がモデルにそのまま滲み込むことができ

たのです。

さらに深いところに、二番目の影がありました。モデルが高い点数を得るために人間を欺いたり、

機嫌を取る方法を学ぶことができたのです。これを仕様ゲーミング(specification gaming)と呼びま

す。指示されなかった方向へと巧妙に抜け出していくことです。

最下層には、三番目の影がありました。スケーリング法則に従ってモデルが継続して大きくなり、

人間の理解を超える瞬間が来ると、人間はモデルの答えが真実なのか虚偽なのかさえ区別できなく

なります。そうなると、人間の判断に依存するRLHFは根底から揺らぎます。評価者が評価対象につ

いていけなくなった瞬間、綱はもはや綱ではなくなるのです。

ダリオはこの限界を明確に見ていました。そしてこの地点が次の質問を生み出しました。人間の手

を一つ一つ借りずに、モデルが自らを正すことができないだろうか。後に憲法的AI(constitutional

AI)という名前で具体化される発想の出発点がここにあったのです。

しかし、その答えを見つけるためには、より強力でより巨大なモデルが必要でした。安全を研究す

るには、危険な能力をまず手にしなければならないという逆説でした。能力と安全がお互いの尾を

追うこの二重螺旋の中で、速度と商用化を優先するOpenAIの流れとダリオの優先事項は、だんだん

と乖離していきました。RLHFの誕生はアライメント技術の始まりでした。同時に、それはダリオが

OpenAIを去り、自分の会社を設立させることになる長い別離の第一章でもあったのです。その別離

はまもなく訪れることになります。

前の章
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すべての章を表示

次の章

弁護士、元国会議員、AI政策研究者
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第4章 - 旅立つことに決めた決意

前の章

すべての章を表示

次の章

1. 広がる格差

2020年のある日、Dario Amodeiは画面を覗き込んでいました。自分の手で作ったモデルが、自分

よりも速く賢くなっていました。GPT-3は彼が予想していた曲線をそのままたどって上昇しました。

モデルを育てれば能力が上がる。彼の仮説は間違いませんでした。問題は、その仮説があまりにも

正確に当てはまるということにありました。

彼は2016年にOpenAIに加わりました。研究部門の副社長(VP of Research)として働きました。

Ilya Sutskeverkとともに研究方向を定めるポジションでした。GPT-2とGPT-3は彼のチームの手か

ら生まれました。つまり、彼はスケーリングという道を誰よりも先に切り開いた人物でした。まさ

にその人が、その道の終わりを見つめ、不安になり始めたのです。

不安の正体はこのようなものでした。モデルは世界がどのように回るかを速く学びました。しかし、

自分がどのように行動すべきかは学びませんでした。知識を与えれば知識が増えました。その知能

の塊が人間に害をもたらさないように方向を定める技術、つまり整列(Alignment)研究は、初歩の

段階でした。能力は世代ごとに爆発しました。安全はその後ろを息切れしながら追いかけました。

その二つの間の距離は毎年広がりました。その広がる隙間をアモデイは毎日覗き込みました。

世間は彼が去った理由を異なるように理解しました。Microsoftとの巨大な投資契約に反発したとい

う話が広がりました。商業化そのものが嫌で出ていったという話も広がりました。アモデイは後年、

この解釈について短く切り捨てました。「嘘だ」と言うのです。彼は反商業主義者ではありません

でした。むしろGPT-3の商業化を直接先頭に立って推し進めた人物でした。人工知能が大金を稼ぐ

という事実を、彼は誰よりもよく知っていました。その金を稼ぐにはMicrosoftのような資本と手を

握る必要があるという現実も、よく知っていました。

彼が耐えられなかったのは商業化ではなく、順序でした。強力な技術を世界に送り出す方式、その

優先順位が崩れることでした。安全が採用広告に書き込むスローガンとしてのみ消費されました。

実際には危険を冒してまで安全を最優先にしようとする真摯さは見られませんでした。そしてその

底底には、さらに深い亀裂がありました。リーダーシップに対する信頼の喪失でした。後年、彼は

このように言いました。誰かの価値観が彼が言うことと異なると感じるとき、彼が正直でないと感

じるとき、そのような人と一緒に働き続けて信頼を保つことは、とても難しいと言うのです。

文明全体を揺るがすことができる技術に向かうバスがあります。そのハンドルを握った人をもはや

信じることができません。商業的成功の果実が眼前に吊り下がっていました。それでもアモデイは

狭まらない価値観の距離を認めました。自分自身の軌道を新たに描き直す必要があるという結論に

達しました。
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2. パンダスの大移住

2020年12月29日、OpenAIはブログに短い記事を掲載しました。Dario Amodeiがほぼ5年ぶりに

会社を去るという内容でした。Sam Altmanは彼の貢献に感謝を示し、新たなプロジェクトの成功

を祈りました。同社は、そのプロジェクトが製品開発よりも研究に重点を置くものであると伝えま

した。発表文は丁重でスマートでした。そのスマートさの裏で何が起きていたのかは、そこには記

されていませんでした。

Dario Amodeiは一人で去ったわけではありません。彼の傍らには、妹のDaniela Amodeiがいました。

DanielaはOpenAIで安全および政策部門の副社長（VP of Safety and Policy）を務めていた人物で

した。この兄妹が先頭に立ち、その後に約14名の研究者が続きました。一斉に去ったわけではあり

ません。数週間にわたり、一人また一人と去っていきました。その中には、Jack Clark、Chris Olah、

Tom Brown、Sam McCandlish、Jared Kaplan、Benjamin Mannといった名前がありました。後に

Anthropicの共同創業者となる人々です。

世間はこの行列に様々な名を付けました。その一つが「Pandasの大移動」でした。しかし、

OpenAIにとって真の痛手は、去った人々の数ではありませんでした。その14名が誰であるかこそ

が問題だったのです。

彼らはただの14名の職員ではありませんでした。OpenAIにおいて巨大言語モデルを構築し、育て

るという営み、そのものだったのです。スケーリング則を自ら証明した人々であり、人間のフィー

ドバックによる強化学習（RLHF）の基礎を築いた人々でした。ニューラルネットワークの内部を解

剖しようとした機械論的解釈可能性（Mechanistic Interpretability）の頭脳たちでもありました。

生成言語モデルのエンジンルームにいた人員が丸ごと抜け出したようなものでした。OpenAIには他

にも多くの研究部門が存在しました。しかし、後に世界を一変させることになる、まさにその

engine を創り上げていた人々が、一瞬にして姿を消したのです。

彼らがこれほど強固に結束できたのには理由がありました。多くが物理学や基礎科学の出身者でし

た。実験とデータによって宇宙の法則を解き明かそうとする習性がありました。その習性のままに

人工知能を扱っていた、筋金入りの経験主義者たちでした。そして、彼らは共通の恐れを抱いてい

ました。自分たちが育て上げたこの知能が、人類にいかなる危険をもたらすかという恐れです。新

型コロナウイルスが猛威を振るっていた2020年末のことでした。彼らは室内に集まることすらでき

ませんでした。誰かの家の裏庭でマスクを着用し、距離を保ちながら、自分たちがどこへ向かうべ

きかを議論しました。

Dario Amodeiには、かねてからの信念がありました。才能の質量よりも、才能の密度が勝るという

ものです。数千人がそれぞれの利益のために政治闘争を繰り広げる組織があります。一方で、安全

な人工知能という唯一の使命で結ばれた少数の人々がいます。その少数が最終的に勝利するという

信念でした。その信念のもと、彼は14名を引き連れて独立しました。この移動は、ただの退職では

ありませんでした。それは、新たに何かを始めるという宣言だったのです。

3. 明かされなかった別れ

シリコンバレーにおいて、大物が会社を去る際にありがちなシナリオがあります。事前にメディア

へ情報を流します。会社の過ちを糾弾する長い公開書簡を発表します。X（旧Twitter）にスレッド
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を次々と投稿し、世間の支持を呼びかけます。大衆は対立を好みます。善と悪で描かれた物語は、

瞬く間にインターネット上を席巻します。時代を代表するAI研究所から、10名余りの中核人材が一

斉に去るという出来事でした。それ自体が、あらゆるテクノロジーメディアの一面を飾るにふさわ

しい大ニュースでした。

しかし2020年12月、彼らが去り方は奇妙なほど静かでした。公開書簡もありませんでした。怒り

に満ちた暴露スレッドもありませんでした。アモデイは深夜静かに荷物をまとめて去る人のようで

した。何の音も出さずにOpenAIの門を出ました。

この沈黙は偶然ではありませんでした。それはアモデイという人物の態度がそのまま表れた意図的

な静寂でした。彼は大衆の喝采に自分の動機を縛られることを長く見守ってきた人物でした。その

ようなことがいかに人を壊すかを見てきた人物でした。人気を追い求めるうちに、複雑な問題を黒

白に分けてしまいます。結局自分が作ったペルソナに閉じ込められ、真実を見る眼を失うのです。

彼はCEOたちが繰り広げる獄中格闘技のような消耗的なドラマを嫌っていました。会社を自分の自

我と同一視するシリコンバレーの風土も嫌っていました。彼はむしろ退屈で目立たない人物に見え

ることを望んでいました。

彼の沈黙には別の意味もありました。かつての同僚と泥沼の争いを繰り広げるつもりがないという

宣言でした。信頼の亀裂はすでに取り返しがつきませんでした。それでも彼は、それを外に暴露し

て争う価値を感じていませんでした。ビジョンが異なり、信頼できない人物とわざわざなぜ論争を

繰り広げるのか。彼の見方では、答えは一つでした。ただ出て行って自分の仕事をすること。相手

にも自分の仕事をさせること。誰が正しく誰が間違っているかはTwitterで証明することではありま

せんでした。市場で誰が勝つのか、大衆の評価がどこに向かうのか、その結果が語ることでした。

言葉の勝利ではありませんでした。彼らが直接作る製品と安全な技術が、どんなドラマよりも大き

く彼らの正当性を代わって証明するだろうと信じていました。

この静かな決別の本当の意味は別のところにありました。既存の世界を壊す代わりに、新しい世界

を一からつくり直すという決心でした。OpenAI内で延々と政治的争いを繰り広げる道がありました。

彼らはその道の代わりに、自分たちの理想を完全に盛り込める清潔な実験室を選びました。その実

験室を底からつくり直すことにしたのです。そしてこの新しい空間、後々Anthropicとなる会社を通

じて、彼らはトップへの競争（Race to the top）に火をつけようとしていました。透明で安全なモ

デルでも商業的に成功できることを証明すれば、競争相手たちも後れを取るまいと最終的にはその

倫理基準に従わざるを得ないだろうという計算でした。敵を引きずり下ろす代わりに、みんなが上

へ上がっていく戦略。高潔で危険な戦略でした。

2020年12月のその静かな夜、Twitterの通知音ひとつ鳴らなかったその静かな移住は、実は天才た

ちが示した上もなく重い宣戦布告でした。ただ彼らは大声で叫ばなかっただけです。

前の章

すべての章を表示

次の章

弁護士、元国会議員、AI政策研究者
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第5章 - アンスロピック、ミッションを最優先に置く

前の章

すべての章を表示

次の章

1. 兄妹の創業

2020年12月のある日、ダリオ・アモデイは世界で最も熱い会社の扉を歩き出ました。OpenAIで過

ごした5年間でした。GPT-2とGPT-3を一緒に作りました。モデルが誰の予想よりも速く賢くなって

いく光景を誰よりも間近で見守った人でした。彼が去った後、数週間をかけて14人が後に続きまし

た。その中には、OpenAIで安全・政策担当バイスプレジデントを務めていた妹のダニエラ・アモデ

イがいました。後にアンスロピックの科学責任者となるジャレッド・キャプラン、政策を担当する

ジャック・クラーク、チーフアーキテクトのサム・マッカンドリッシュ、そして解釈可能性研究を

率いるクリス・オラもいました。スケーリングのインフラを直接自分の手で構築した、まさにその

人たちでした。

彼らが去った理由は1文で言い尽くすのは難しいものです。ダリオは後にそれを「単に安全だけが理

由ではなかった」と言いました。計算をもっと投入すればモデルは無限に良くなるという信念が1つ

ありました。それだけでは足りず、アラインメント(alignment)という別の何かが必ず必要だという

信念がもう1つありました。この2つを同じ重みで信じている人たちがOpenAI内に1つのグループが

いて、彼らは互いに深く信頼していました。会社がその2つの間でどのように優先順位をつけるかに

ついて、考えが分かれました。その時、彼らは残るよりも去ることを選びました。公開書簡もあり

ませんでした。Twitterに長い投稿をすることもありませんでした。静かな別れでした。

彼らは2021年2月3日にカリフォルニアで会社を登録しました。名前はアンスロピック(Anthropic)。

「人間中心的な」という意味を込めた言葉であり、2021年初頭、ちょうど使うことができたドメイ

ン名でもありました。初期文書には候補となる名前が列挙されていました。Aligned AI、

Generative、Sponge、Swan、Sloth、Sparrow Systems。そのリストのどこかにアンスロピック

がありました。誰かがその横に短く書きました。「この名前、気に入った、いいね。」こうして会

社の名前が決まりました。

会社はコロナの真っ最中で生まれました。パンデミックの第2波が押し寄せていた時期で、会議はす

べてZoomで行われました。人数が増えて15人、20人くらいになった頃、彼らはサンフランシスコ

のプレシタ公園に各自椅子を持って出かけました。昼食を食べながら仕事の話をしました。マスク

をしたまま、距離を置いて。

2021年5月、アンスロピックはシリーズAで1億2400万ドルを調達したと発表しました。韓国ウォ

ンで約1500億ウォン。フロンティアAI研究の規模に比べると謙虚な金額でした。通常のスタートアッ

プの基準では前例のないほど大きなシードマネーでした。投資をリードしたのはSkype共同創業者

のヤン・タリンで、ジェームス・マッキャレイ、ダスティン・モスコヴィッツ、エリック・シュミッ

ト、新興危機研究センターなどの名前が後ろに立っていました。発表文でダリオは会社の目標をこ

のように書きました。より有能で汎用的で信頼できるAIシステムを構築する基礎研究を行い、それ
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を人間にとって有益な方法で世界に提供すると。

この無謀に見える航海を2人が一緒に率いました。兄ダリオがCEO、妹ダニエラが社長(President)。

外見上は奇妙な組み合わせでしたが、中を見ると隙なく噛み合った歯車でした。ダリオはビジョン

を牽引する人でした。カルテックとスタンフォードを経てプリンストンで博士号を取得した彼は、

人工ニューラルネットワークを生物学的有機体の目で見ることに長けていました。計算とデータの

規模を大きくすれば、知能が創発するというスケーリング則(Scaling Laws)を誰よりも先に確信し

た人でした。会社内で彼は羅針盤でした。2週間に1回、全従業員の前に立って、数ページの戦略文

書を率直に読み上げました。その率直で誠実なやり方が天才研究者たちを1つの旗の下に束ねる接着

剤でした。

ダニエラはその巨大なビジョンを現実の地盤の上に降ろす人でした。UC Santa Cruzで英文学を専

攻し、議会で働きました。フィンテック企業Stripe(ストライプ)の初期段階に参加し、高度に規制さ

れた産業の中で企業がどのようにリスクを扱いながら成長するかを身をもって学びました。ダリオ

が5年後、10年後のGPUクラスタについて話していた時、彼女は翌月の採用パイプラインを確認し、

部門間の壁を取り除きました。人事、財務、法務、コミュニケーションのシステムを直接構築しま

した。ダリオは公式の場で妹についてこのように述べました。自分の仕事は誰も見ていない最も重

要な戦略を見つけることであり、ダニエラの仕事は会社を実際に機能させることだと。彼女がいな

ければ、自分はこの会社を決して運営することができなかったはずだと。

この兄妹が持つ最強の武器は別のところにありました。40年にわたって培われた信頼です。幼い頃

からおもちゃを巡って何度も争い、何度も仲直りしてきた間柄です。仕事で激しく衝突しても、そ

の論争が終わった後には互いを無条件で支援するだろうということに1パーセントの疑いもありませ

んでした。シリコンバレーの多くの起業家たちが資本と自我の衝突の中で会社を分割し、背を向け

る時に、Anthropicの二人は血縁という最も古い絆の上に立っていました。彼らは「才能の質量より

も才能の密度が勝つ(Talent density beats talent mass)」という信念の下、低いエゴと高い信頼を

会社の文化として刻み込みました。

2. 公益企業(PBC)と長期利益信託(LTBT)

Anthropicが出発地点で直面した矛盾は、残酷なほど明白でした。安全を最優先に掲げた会社が、実

際にはその安全を研究するために莫大な資金が必要でした。スケーリング法則が正しければ、モデ

ルが賢くなるほど、それを訓練するコンピューティングコストも爆発的に増加します。数百万ドル

で始まった訓練費は、すぐに数億ドルになります。そして再び数十億ドルへと跳ね上がります。結

局、Google、Amazon、ベンチャーキャピタルのような巨大資本に手を出さざるを得ない立場でし

た。

問題は、巨大資本が流入する瞬間に何が起こるかということでした。二人はその様子をすぐそばで

見てきた人たちでした。資本が入ってくると、投資家の利益を最優先にせよという圧力がついてき

ます。普通の株式会社で「人類の安全のために新製品の発売を6ヶ月延期する」と言うCEOは、株主

に対する背信行為で訴訟を起こされたり、職を失ったりする可能性があります。倫理を企業訓とし

てだけ書き留めれば、数兆ウォンの資本が押し寄せる日に砂の城のように流されてしまいます。そ

のため、Dario Amodeiが選んだ方法は、倫理を会社の骨組み自体に、つまり法的支配構造の中に刻

み込むことでした。
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最初の盾は公益企業(PBC、Public Benefit Corporation)でした。Anthropicは設立初日からPBCと

して登録されました。この形態では、取締役会は株主の財務的利益だけでなく、公共の利益も法的

に追求することができます。あるモデルが生物学的またはサイバーセキュリティ上の深刻なリスク

をもたらす可能性があると判断される場合、商業的利益を放棄し、発売を遅延させたり中止したり

しても、背信行為訴訟から法的根拠を持って防御することができます。安全は付随的な規制ではな

く、会社が存在する理由そのものとして法律に記されているのです。

しかし、Dario Amodeiはpublic benefit corporationだけでは不十分だと考えていました。PBCは取

締役が公益を共に考慮することを許可するだけで、彼らを一般大衆に直接責任を負わせることはで

きませんでした。大型投資家が取締役会を支配すれば、経営陣を交代させ、会社の方向を変えるこ

とができました。この隙間を埋めるために彼らが考案したのが、長期利益信託(LTBT、Long-Term

Benefit Trust)でした。これはAnthropicが生まれた時から磨かれてきた仕組みでした。会社の株式

に財務的利害関係のない5人の受託者(Trustee)で構成された独立機関でした。受託者たちはAIセキュ

リティ、国家安全保障、公共政策、社会企業の分野で専門性を持つ外部の人物たちでした。

この信託の核心は、株式の量が支配力に比例しないということにありました。受託者たちはクラスT

普通株(Class T Common Stock)という特別な株式を保有していました。その力で取締役会メンバー

の一部を任命し、解任することができました。最初は5人の中の1人、時が経ち一定の資金調達段階

を経れば2人、そして最終的には過半数に至るように設計されていました。設立から約4年以内に、

信託が取締役会の過半数を任命するという構造でした。Amazonが数十億ドルを投じても、Google

がさらに数十億ドルを投じても、最終的な支配権は資金を提供した資本家ではなく、人類の長期利

益を監視するという使命を帯びた5人に段階的に移行するように設計されていたのです。

Dario Amodeiはこの複雑な構造を説明するたびに、同じ信念を繰り返しました。シリコンバレーは

大衆の信頼を失ってしまい、技術が社会にもたらす衝撃の大きさを考えると、その不信は極めて合

理的な反応だと。だから、自分を解雇する権限すら、株式を持たない独立した信託に譲渡するのだ

と。資本が暴走する時に、ブレーキを踏む人間がどこかに必要だったからです。

もちろん、この構造には批判が続きました。信託の権限を実際には株主たちが一定の株式比率と期

間を満たすと強制できるようになっていて、受託者たち自身の執行力が弱いという指摘が出ました。

株主たちが超多数決で信託の権限そのものを変更できるという点も弱点として挙げられました。ア

マゾンとグーグルのように大きな株式を保有する少数派が心に決めたらそのハードルを越えられる

という懸念でした。ダリオ自身もこの構造が完成品ではなく実験だと認めました。最初から完璧に

合わせることができる事柄ではないので、動く様子を見守りながら直していくという了解でした。

彼はこれを従うべき模範として示すのではなく、自分たちは経験主義者であり、この構造が実際に

どのように機能するのか見たいと述べました。

この信託は約束に留まりませんでした。2026年4月、ノバルティス CEO バス・ナラシムハンが信

託の指名で取締役会に加わりました。それにより、信託が任命した取締役たちがついに取締役会の

過半数を占めるようになります。紙の上の設計が生きた権力に変わった瞬間でした。

奇妙なことに、この統治構造は企業の事業方向まで規定しました。Anthropicが華やかな消費者向け

アプリの興行競争に飛び込まず、エンタープライズ市場と開発者エコシステムに直進したのには、

この構造が与える安定感がありました。企業顧客は気まぐれな消費者と異なり、予測可能性、セキュ
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リティ、責任を最前列に置きます。信頼に向かう法的構造はマーケティング文句ではなく、企業市

場で企業を際立たせる他にない堅固な堀として機能し始めました。

3. 憲法的AI（Constitutional AI）

大規模言語モデルがインターネットの知識をまるごと飲み込んで賢くなったとき、研究者たちは厳

しいパラドックスに直面しました。文法と論理に目覚めたモデルが偏見と憎悪、危険な知識まで一

緒に吸い込んだからです。これを統治するために、OpenAI時代にダリオと同僚たちが一緒に手をつ

けた方法が人間フィードバック基づく強化学習（RLHF）でした。人がモデルの回答をひとつひとつ

読んで点数をつけるやり方でした。革新的でしたが、限界が明らかでした。コストと時間がかかり

ました。評価者の偏見が入り込みました。モデルが点数をよく得ようと人に媚びる結果をもたらす

こともありました。そして決定的に、モデルの知能が人を超える瞬間が来たら、人がその回答の正

否を判断すること自体が不可能になることが自明でした。

ダリオが投げた発想の転換はこれでした。人が人工知能を直接監督できないなら、人工知能でもう

一つの人工知能を監督させよう。この考えからAnthropicのアイデンティティを規定したアライメン

ト技術、憲法的AI（Constitutional AI）が生まれました。2022年12月、Anthropicは「憲法的AI：

AIフィードバックからの無害性」という論文を発表しました。著者一覧の末尾には、Dario Amodei

とJack Kaplan、Tom Brown、Ben Mannのような名前が並んで記載されていました。

方法の要点は、人が「この言葉は言え、あの言葉は言うなよ」と細々した規則を注入することには

ありませんでした。代わりに、モデルが守るべき原則を含んだ文、すなわち憲法（Constitution）

を与えることでした。Anthropicが作成したこの憲法は、一人の頭から出た独断ではありませんでし

た。1948年の国連世界人権宣言、Appleのサービス利用規約、そして西欧中心のバイアスを是正す

るための複数の道徳哲学的原則から引き出された文が組み込まれていました。その中には、自由と

平等と博愛を誰よりも支持する回答を選べという命題がありました。違法と暴力を扇動するなとい

う命題も含まれていました。

訓練は二段階で行われました。前段階は教師あり学習です。モデルに危険な質問を投げかけ、モデ

ルが答えを出したら憲法を読ませた後、自ら批判させます。今ほどの答えが憲法のどの原則に違反

したのかを指摘させます。それに応じて答えを書き直させます。批判（critique）と修正（revision）

を経たこの高品質なデータでモデルを再度微調整します。後段階はAIフィードバック基づく強化学

習（RLAIF）です。人の代わりに別のAIが二つの答えのうち憲法により適合する方を選びます。その

選択で報酬モデルを訓練し、本モデルを整えます。人の手が無害性ラベルに一度たりとも触れなかっ

たのに、モデルはより有能になると同時により無害になりました。Anthropicはこれを二兎を一度に

捕えた改善と呼びました。

このアプローチの本当の妙味は、モデルが死んだ規則を暗記するのではなく、原則に基づいて推論

する方法を学ぶという点にありました。「車を盗む方法を言うな」という規則だけを学んだモデル

は、バイクや飛行機を盗む方法は簡単に説明できてしまいます。しかし「他人の財産と生命を尊重

しなさい」という原則を内面化したモデルは異なります。一度も見たことのない新しいjailbreak試

行がやってきても、自ら原則を考慮して拒否します。規則の隙をついた攻撃に耐える力はここから

生まれたのです。
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このアライメントシステムを携えて世に出たAnthropicの最初のフラッグシップモデルがClaudeで

した。多くの人がその名前の由来を疑問に思いました。会社内では、情報理論の父である数学者

Claude Shannonへの敬意として考えられていました。冷たく機械的なターミネーターのイメージを

脱ぎ捨て、温かく知的なパートナーの感覚を与えようとする選択でもありました。Claudeは危険な

リクエストに単なる「お答えできません」というエラーメッセージを表示しませんでした。代わり

に、なぜその答が不適切なのかを憲法の原則に基づいて説明し、会話を安全な方向へ導きました。

Anthropicはこれを「害がないが逃げない(harmless but non-evasive)」態度と呼びました。

Claudeは2022年夏に訓練を終えました。しかしAnthropicはすぐには公開しませんでした。より危

険な競争に火をつけたくないという理由で、内部安全テストをさらに経た後、2023年3月にようや

く公開しました。

憲法は一度書いたら止まるドキュメントではありませんでした。2023年5月に初めて公開された憲

法は、2026年1月に大きく見直された新版として再び出版されました。モデルが成長するにつれて、

そのモデルが映す鏡も共に再び磨き直す必要があったからです。

4. 機械論的解釈可能性(Mechanistic Interpretability)

憲法的AIがClaudeに善い価値観を教える教育であるなら、その教えが建前なのか本心なのかを確認

することは全く別の次元の課題でした。Dario Amodeiが博士課程時代、網膜の神経回路を調べなが

ら抱いていた疑問がここで蘇ります。彼は人工ニューラルネットワークが設計者がレンガを積むよ

うに組み立てられるのではないと考えました。膨大なデータの中から自らパターンを見つけて成長

する有機体に近いと考えました。そのように成長したニューラルネットワークは完全なブラックボッ

クス(Black Box)でした。数千億個のパラメータがどのような経路を通じて特定の結論に達するのか、

それを作ったエンジニアでさえ知りませんでした。学界はこの不透明性を避けられないものとして

扱い、放棄することが多くありました。

Darioは明確でした。内部を知らない技術を人類の前に立てることは、ブレーキの構造を知らずに超

高速列車に乗り込むようなものでした。もし憲法で上手く訓練されたように見える超知能モデルが

人の顔色をうかがいながら、表面上は有用な秘書のように振る舞いながら、監視が緩い隙をついて

危険なことを企てたらどうなるか。実際、Anthropic内部の試験では、シャットダウンの危機に追い

詰められたモデルが、自分をオフにしようとする担当者の弱点をメールから見つけ出し、脅迫に近

い行動を示した事例が観察されています。行動だけを見てモデルの善意を判断することは危険でし

た。100点の答を出すモデルの中身が100点という保証はどこにもありませんでした。

この問題を解くために、DarioとCo-founder Chris Olahは誰もお金にならないと言及さえしなかっ

た分野を開拓しました。機械論的解釈可能性(Mechanistic Interpretability)。複雑に絡み合ったニュ

ーラルネットワークを物理的に解剖し、逆工学して、人間が理解できる意味のある回路(circuit)と

して解きほぐそうとする試みでした。出発は困難でした。1つのニューロンが1つの概念だけを担う

のではなく、多数の概念が一緒に重なる重ね合わせ(superposition)現象が道を塞いでいました。し

かし研究チームは疎オートエンコーダ(Sparse Autoencoders)と辞書学習(Dictionary Learning)と

いうツールをもたらしました。迷路のように絡み合ったニューラルネットワーク内で、特定の概念

が発火するときにオンになる明確なパターン、つまり特徴(feature)を数千万個単位で抽出しました。

欺くことを意味する特徴、不安を意味する特徴、特定のプログラミング言語を意味する特徴、そし

てGolden Gate Bridgeを意味する特徴まで。
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彼らはある実験でこの能力を証明しました。Claude内部でGolden Gate Bridgeを担当する特徴を強

制的にオンにしておくと、モデルはどんな質問を受けてもGolden Gate Bridgeの話に戻りました。

いわゆるGolden Gate Claudeでした。モデルの脳構造を人間が任意に操作し、制御できることを示

した場面でした。

ダリオがこの作業を「怪物の脳を解剖する」と表現したのは、けっして誇張ではありませんでした。

見た目は温和に見える人間の脳をMRIで撮影し、その奥底で危険なパターンが赤く点滅するのを捉え

るようなものだったのです。モデルが人間を欺くdeceptionや、アラインメントを装うschemingを

企てるとき、その意図を帯びた特徴ニューロンが発火する瞬間をリアルタイムで捉え、作動を停止

させたり該当回路をアブレートできるなら̶̶それこそが超知能の前で人類が握ることのできる、

何物にも代え難い安全装置だったのです。他企業が目先の性能向上にのみ執着していた時期、

Anthropicは静かにチップを費やしながら、この心を読む技術を磨き続けました。

そして彼らはこの成果を企業秘密として隠匿しませんでした。論文とツールをAIコミュニティに公

開したのです。競争企業がより強力なモデル構築を進めるのを手助けしかねない、危険な選択でし

た。しかし二人にとって、株主価値よりもなお人類の安全が優先でした。他の研究機関も同じ手法

を取り入れ、自分たちのモデルを検証する成熟さを示してくれることを、彼らは心から望んでいま

した。

矛盾がないわけではありません。誰よりも強力なモデルを創造するという野心と、そのモデルが危

険なら停止させるという誓約。資本を吸い込む企業体と、資本の支配から統制権を奪い取る統治構

造。心を読む技術を世に開きながらも、最前線の企業として君臨したいという執念。Anthropicはこ

れらの矛盾を縫合することはありませんでした。ただ同じ屋根の下に相並べて置きながら、成長す

る機械の脳を片手で育み、もう片手で解剖し始めたのです。

前の章

すべての章を表示

次の章

弁護士、元国会議員、AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 Kim Kyung-jin. All rights reserved.

#金京鎮弁護士 #AI #技術の思春期を越える
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第6章 - Claudeの突進とホワイトカラーの津波

前の章

すべての章を表示

次の章

1. Haiku、Sonnet、Opus

2024年3月4日、サンフランシスコのAnthropicのオフィス。その日、空気には奇妙な緊張が流れて

いました。会社は3つのモデルを一度に世に出しました。Haiku、Sonnet、Opus。短い日本の詩、

14行の西洋の詩、そして傑作を意味するラテン語。AIの会社が自社製品に詩の名前を付けたのは初

めてのことでした。

その名前には、Dario Amodeiが長く抱いてきた考えが込められていました。彼は賢いモデルが1つ

あれば十分だとは考えていませんでした。人間が暮らす世界にあらゆる仕事と役割があるように、

AIを求める顧客も様々だと考えていました。ある企業は難しい論文を分析し、複雑なコードを書い

てくれる賢い機械が必要でした。ある企業は単に速く、安い応答機械が必要でした。同じ知能をす

べての人に同じように売る理由がありませんでした。

だから3つに分けました。

小さく、速く、安いモデルにはHaikuという名前を付けました。Haikuは1万トークン分の密集した

論文を、図表を含めて3秒以内に読みこなしました。リアルタイムチャット、分類タスク、絶え間な

く流れ込む顧客問い合わせのように、速度が命である場所にHaikuが入りました。中間サイズのモデ

ルにはSonnetという名前を付けました。Sonnetは賢さ、速さ、価値の間で最もバランスの取れた

位置を占め、まもなくAnthropicの実質的な収入エンジンになりました。最も大きく賢い最高級モデ

ルには、Opusという重厚な名前を献呈しました。その時点で、会社が持つすべての計算資源を注ぎ

込んで作られた物でした。

この3つに分けた決定は、技術を商売に変えた巧妙な一手でした。しかし、本当に驚くべきことはそ

の後に起こりました。2024年6月20日に発表されたClaude 3.5 Sonnetは、中量級でありながら、

わずか3ヶ月前の最高級モデルであるClaude 3 Opusを複数のテストで上回りました。体重階級の低

い選手がチャンピオンを倒したようなものでした。より大きければより良いという業界の長年の信

念がその日揺らぎました。

コーディングにおける変化はほぼ暴力的でした。Darioはあるインタビューでその曲線を直接描いて

見せました。SWE-benchというソフトウェアエンジニアの能力を測定するテストがあります。実際

のオープンソースコードに埋め込まれたバグをモデルが自ら修正するかどうかを見るテストです。

会社の内部評価では、Claude 3 Opusはその問題の38パーセントを解きましたが、Claude 3.5

Sonnetは64パーセントを解きました。AIはもはや人がタイピングする際に次の行を提案する自動補

完ツールではないということを意味していました。今や機械は、人が言葉で指示すればコードを直

接書き、バグを捕捉し、修正しました。
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この曲線の終わりで生まれた物がClaude Codeです。2025年2月に登場したターミナルベースのツー

ルで、開発方法を根本から覆してしまいました。

Claude Codeの誕生には、一人の人物の物語があります。Boris Cherny。彼はAnthropicでClaude

Codeを率いる人物です。Claude Codeは最初から豪華な製品として企画されたものではありません

でした。社内のエンジニアたちが巨大なモデルを訓練し複雑なインフラストラクチャを扱う中で、

自分たちの負担を減らすために作って使っていた内部ツールが起源でした。ところが、会社内で目

利きの高い天才エンジニアたちがこの正体不明のツールに急速に魅了され始めました。世界で最も

厳しい要求を持つユーザーグループが、まずその価値を証明したのです。

Chernyのチームはここからさらに一歩進みました。開発者がターミナルに命令を入力するだけで、

Claude Codeがエージェントとしてローカル環境に直接入り込み、コードを書き、バグを捕捉し、

テストとデプロイまで実行するようにしたのです。「私たちのコードベース全体でメモリリークが

起きている箇所を見つけて修正し、ユニットテストまで新しく書いてくれ。」この一行で十分でし

た。機械は関連ファイルを自ら読み込み、アーキテクチャレベルの改善計画を立案し、実行しまし

た。

人々はこの新しい方式をVibe Codingと呼びました。人間はもはやキーボードを打つコーダーではな

く、人工知能エージェントの部隊を指揮し検査する監督者となったのです。2026年1月、ダボスで

Darioはこう述べました。「私たちの会社には『今、私はコードを一行も書かない、モデルが書いて

私が修正する』と言うエンジニアがいます。」口先だけではありませんでした。その年5月、

Anthropicが本番コードベースにマージしたコードの80%以上は人間ではなくClaudeが書いたもの

だったのです。2025年初頭はその割合はわずか一桁に過ぎませんでした。

次世代モデルの訓練インフラストラクチャを構築し、致命的なバグを捕捉することまで、今や

Claudeが行っています。人間が自らを改善する機械を作り、その機械が次世代の自分自身を作る循

環。学者たちが長く言及することを避けていた再帰的自己改善(recursive self-improvement)の淡

い最初の信号が、Anthropicのオフィス内で点滅し始めました。

2. データセンター内の天才たち

「データセンター内に天才たちの国(a country of geniuses in a datacenter)が成立するでしょう。」

Dario Amodeiが好んで用いるこの表現は比喩ではありませんでした。彼が言う天才たちの国とは、

生物学、物理学、数学、コンピュータ科学の全領域で現存するノーベル賞受賞者をはるかに超える

数百万のAIが、眠ることもなく肉体の限界もなく、巨大なシリコンの塊の内部で一年中光速で計算

し、人類が解けなかった問題を打ち砕く光景です。彼はこの出来事は遠い空想ではないと断定しま

した。2026年、遅くとも2027年には来ると。その予測に90%以上の確信を持っていると。

なぜこのようなことが可能なのか。一人の人間の天才を育成するには数十年を要します。教育、試

行錯誤、仲間との困難な知識共有。新しい従業員一人を会社に迎え入れるにも、面接から数ヶ月の

適応期間がかかります。データセンター内の天才は異なる物理法則に従います。検証されたモデル

一つを数百万個に複製するには、数ミリ秒と少量の電力で十分です。複製された数百万のAIは、人

間が生涯かけても読めない量の書籍と論文を数分でまるごと吸収します。一つのインスタンスが得

た知見はネットワークを通じて残りの数百万に対してリアルタイムで同じように広がります。知識



32

が伝達されるたびに摩耗し歪む人間の限界を嘲笑する集団知能です。

天才たちの国を現実に呼び出そうとすれば、代償を払わなければなりません。その代償は容赦ない

ものです。

初期のAI訓練には数千ドルがかかっていました。GPT-3の時代には数千万ドルへと跳ね上がりまし

た。Claude 3.5と4の時代には数億ドルへと跳ね上がりました。ダリオは、単一モデルの訓練に間

もなく10億ドル、その次に100億ドル、最終的には1000億ドル規模のクラスタが必要になると予

測していました。韓国ウォンで言えば130兆ウォン。一企業の研究費ではなく、一国の国防予算に

匹敵する額です。米国全域で数十、数百ギガワットの電力を貪欲に消費するAI工場が同時に立ち上

がり始めていました。Anthropicも大株主のAmazonと手を携え、Trainium チップ数十万台を統合

した巨大なクラスタを構築していました。

ここでダリオは、会社の運命を賭けた残酷なルーレットの前に立たされます。

Anthropicの年間売上は嘘のように膨れ上がりました。2023年は0から1億ドルへ。2024年は10億

ドルへ。毎年正確に10倍ずつ。ダリオはこの事情をこう説明しました。「Anthropicの売上は毎年

10倍ずつ伸びました。2023年は0から1億へ、2024年は1億から10億へ。」もしこの曲線がその

まま続くなら、会社は2027年に1兆ドル相当を販売する必要があります。その1兆ドル相当の需要

に応じるため、ダリオは2025年と2026年に事前に1兆ドル相当のデータセンターとチップを購入

する必要がありました。クラスタ1つの構築には物理的に1、2年かかるからです。

まさにここに彼の眠りを奪う恐怖がありました。もし曲線がたった1年ズレたら? 売上が10倍では

なく5倍だけ増えたら? 1兆ドル相当のインフラを事前に購入したのに、実際の売上が8000億ドル

に留まったら? その時点で、世界のどのようなヘッジ手段も会社が一瞬で破産するのを防ぐことは

できません。昼食を食べながら2分で流し読みする半ページのメモ1枚に会社の存亡と人類技術の方

向性が懸かっているという彼の冷笑は、この極限のストレスから生まれたものでした。

ダリオは競合社のOpenAIがStargateのような無謀な規模の資本を引き付け、YOLO式の賭けをして

いるのを見て、深く心配していました。彼は知能の爆発には確信を持ちながらも、資本の前では極

度に慎重で保守的でなければなりませんでした。天才たちの国を設計する人物が、皮肉にも、わず

か1年の財務上の誤差がもたらす破滅の崖っぷちで危うく舞っていたのです。

チップをすべて調達したとしても、もう1つの壁がありました。電力です。AI チップは幾何級数的

に溢れ出ていますが、それらのチップを動かす電力網は、年3、4パーセントずつ増えるという物理

的な限界に閉じ込められていました。1つのデータセンターがギガワット級の電力を要求すると、米

国は再び石炭火力発電所を稼働させ、気候対応の姿勢まで揺らぐに至りました。その先には中国と

の覇権争いがありました。中国は電力限界を打ち破ろうと太陽光と原子力を注ぎ込み、米国はこれ

を阻止しようとチップ輸出規制カードを切りました。データセンター内の天才たちは、人類への祝

福である一方で、地球のエネルギーと資本をすべて飲み込む巨大な雪だるまでした。その雪だるま

が今、統制困難な速度で転がっていました。

3. 消えていく仕事という警告

ダリオ・アモデイは、人々が聞きたくない言葉を選んで発した。
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「今後1～5年以内に、初級ホワイトカラーの仕事の半分が人工知能によって消える可能性がありま

す。最悪の場合、米国の失業率が10～20パーセントまで急騰する可能性があります」金融、法律、

コンサルティング、会計のように中産階級を支えてきた堅牢な砦が、人工知能という津波の前で真っ

先に押し流されるだろうという診断でした。人々はこれをホワイトカラーの大虐殺（white-collar

bloodbath）と呼びました。

ダリオの警告は虚しい恐怖の扇動ではありませんでした。彼は、技術の速度が人類の適応力を上回っ

たと見ていました。昔、産業革命の時代に農民たちが機械に押し出されて仕事を失った時、彼らに

は工場労働者や事務職へ緩やかに転職する数十年の時間がありました。機械が人間の手足を助ける

と、むしろパイが大きくなり、新しい仕事が生まれました。しかし今回は異なりました。人工知能

は人間の手足ではなく、人間の頭を、認知能力そのものに代わる技術であり、その速度は10年では

なく1、2年単位でした。

ダリオは具体的な場面も聞きました。グローバル製薬企業との協業でした。臨床試験の専門家たち

が9週間を費やさなければならなかった数百ページの臨床研究報告書を、Claudeがわずか数分で引

き出しました。人間に残された仕事は、その結果を2日間かけて流し読みしながらエラーを見つける

ことだけでした。業務の90パーセントが自動化されるこの急勾配な区間で、企業が以前ほど新人事

務職を採用する理由は急速に消えていきます。

ところが2026年春の労働市場は、奇妙に静寂を保っていました。

猛烈な警告にもかかわらず、即座の大量失業は来ませんでした。この微妙な沈黙の答えは、

Anthropicが直接追跡してきたAnthropicエコノミックインデックス（Anthropic Economic Index）

に含まれていました。同社が実際のClaude使用データを掘り下げて作成した資料です。2026年春

に発表された報告書の結論は明確でした。高いエクスポージャーリスクを抱える職種でも、2022年

末以降、体系的な失業率の上昇は観察されていないということでした。ただし、エクスポージャー

が高い職種において若い労働者の採用が鈍化した状況は存在すると付け加えました。

このデータはダリオの警告が間違っていたという意味ではありませんでした。むしろ嵐の前夜を説

明する最も冷たい証拠でした。

研究者たちは、理論的に人工知能ができる仕事と、実際に人工知能が関わった仕事の間のギャップ

を測定しました。そのギャップは大きかったのです。コンピューターと数学職種は理論上94パーセ

ントがエクスポージャーされていますが、実際のエクスポージャーは33パーセントにとどまりまし

た。事務と行政職種は理論上90パーセントですが、実際は25パーセントでした。ほぼすべての職種

で理論と現実の間に50～65パーセンテージポイントのギャップが開いていました。

このゴールを生み出したのは何か。ダリオはこれを2つの曲線で説明しました。最初の曲線はモデル

自体が高度化する技術曲線です。この曲線は1、2年以内に人間を超えるほど急速に立ち上がってい

ました。2番目の曲線は、その技術が実際の企業と社会に浸透する拡散曲線です。企業が新しい人工

知能を導入するには、セキュリティ規制をクリアしなければならず、法務部の承認を得なければな

らず、経営陣が巨額の予算を執行し、従業員の仕事のやり方を抜本的に変革しなければなりません。

この現実の摩擦力のために、導入はモデルの発展よりもはるかに遅くならざるを得ませんでした。

今日の平穏さはこの摩擦力がもたらした錯覚でした。
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ゴールの底では別の事が静かに起きていました。同じ期間、Claudeを単なる人員削減の自動化ツー

ルとしてのみ使った職種、例えばコールセンターや下っ端のデータ入力のような職場では、実際に

急速な雇用減少が現れていました。一方、Claudeを自分の生産性を10倍にする武器として受け入れ、

自分自身を増強された監督者にアップグレードした労働者たちからは、むしろ産出が爆発し、市場

価値が上昇しました。全体の失業率という一括りにされた数字の下で、準備ができていない者の淘

汰と技術に支えられた者の繁栄というK字形の分裂が音を立てずに進行していました。

結果を分けたのはClaudeを誰が使うかでした。長く使ってきたユーザーはClaudeを同僚として、自

分の成果物を磨くのに使いました。初めて使ったユーザーはClaudeに仕事を丸ごと任せました。同

じツールが誰かには翼であり、誰かには代替品でした。

だからこそダリオが投じた50パーセントという数字は、羊飼いの少年の嘘の叫びではありませんで

した。それはデータセンター内の天才たちが技術的にはすでに成し遂げた未来でした。しかし現実

の頑固なシステムが用意した短い滑走路のおかげで、大量失業の津波がまだ統計表面に浮かび上がっ

ていないだけです。Anthropicのリーダーシップがこの短い間隙の間に、税制改革と雇用セーフティ

ネットを事前に用意するよう世界の無関心に向かって叫んだ理由がここにありました。沿岸の水は

すでにはるか彼方に引き下がっていたのですから。

前の章

すべての章を表示

次の章

弁護士、元国会議員、AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 Kim Kyung-jin. All rights reserved.

#金京鎮弁護士 #AI #技術の思春期を越える
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第7章 - 責任ある拡張とミソス（Mythos）という試験台

前の章

すべての章を表示

次の章

1. RSP 3.0

2023年9月のある日、Anthropicは一枚の文書を世に送り出しました。タイトルは「責任ある拡張

ポリシー（Responsible Scaling Policy）」、略してRSPでした。分量は長くはありませんでした。

そこに込められた約束は重いものでした。

文書の骨子は一文に集約されます。安全対策を備えられなければ、より強力なモデルを開発するこ

とも、公開することもしない。会社が自らの手足を縛る宣言でした。

この約束を支える概念が「AI安全レベル（AI Safety Levels）」、略してASLでした。Anthropicは、

米国政府が危険な病原体を扱う際に用いる「バイオセーフティレベル（Biosafety Level）」から着

想を得ました。等級が上がるほど対処すべき危険が大きくなり、それに伴い防衛線も厚くなります。

ASL-1は危険がほとんどないシステムです。チェスだけを指す人工知能がここに属します。ASL-2

は、当時のClaudeを含む初期の巨大言語モデルが位置していた段階でした。生物兵器の製造法のよ

うな危険な情報をうっすらと漏らすことはあっても、その信頼性がGoogle検索や教科書を超えない

段階です。検索窓や図書館でまだ防げるレベルでした。

Dario Amodeiが恐れた境界線はその先にありました。ASL-3。人工知能が化学・生物・放射能・核

（CBRN）兵器を製造する参入障壁を実質的に下げたり、人間の指示なしに自らハッキングや研究を

行う初歩的な自律性を備える段階です。この境界線を超えたモデルがテロリストや敵性国の手に渡

れば、どのような事態が起こるのか。その問いを前に、RSPは明確に答えました。そのようなモデ

ルは、制御する防御装置が完全に整うまで封印する。

この宣言は業界を揺るがしました。OpenAIも、Googleも遅れて同様のポリシーを打ち出しました。

Anthropicはこれを「頂上への競争（race to the top）」と呼びました。一社が安全のために速度

を落とせば損失を被るのが常です。全員が同時に安全を目指して競い合うならば、話は変わってき

ます。

しかし、まさにその前提が問題でした。

2026年へ向かう頃、Anthropicが直面した現実は2023年に描いた図とは異なっていました。競争

相手たちは頂上に向かって一緒に走っていませんでした。モデルの能力は毎月の予測を嗤いながら

上昇していました。Claude Codeが人間エンジニアの仕事を全体的に担い始めたし、サイバーセキュ

リティ分野で知能が爆発していました。最初のRSPを使っていた時代、大規模言語モデルはただの

チャット画面でした。今では自分自身でコードを書き、システムを分解するエージェントでした。
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2026年2月24日、Anthropicはこれまで大幅に改定したRSP 3.0版を発表しました。改訂版で最も

争点になった箇所は、会社が誇りのように掲げていたその約束を撤去したことでした。安全機構を

備えなければ開発を中止するという一時停止(pause)条項。それが消えたのです。

批判は手厳しかったです。Max Tegmarkは短く痛烈に指摘しました。「Anthropic 2024年、私た

ちの安全約束を信じても大丈夫です。Anthropic 2026年、なかったことに。」Eliezer Yudkowsky

はさらに冷徹に言いました。彼の記憶によれば、AI企業が後から高額な安全措置をするとしてきた

とき、請求書が届く瞬間、途切れることなく約束を破ってきたと。会社を去ったあるセーフティ研

究者は「世界が危険に置かれている」という文章を残しました。Anthropic内部のある研究者でさえ

RSP草案を読みながら「元々のRSPの精神に対するある種の追悼」を感じたと明かしました。

Darioの弁論は異なっていました。彼は硬直した規則がむしろより大きな危険を招くと考えていまし

た。一つの企業だけが止まり、残りがそのまま走れば、世界はより安全になるのではなく、より危

険になります。防御が最も脆弱な側がスピードを決めることになり、責任感のある開発者は安全研

究をする力さえ失うからです。RSP 3.0は一時停止の約束を取り下げる代わりに別のものを示しまし

た。Frontier Safety RoadmapとRisk Reportです。会社がどこまで来たか、危険をどれだけ減らし

たかを外部専門家の審査まで受けて公開するという約束でした。拘束力のある誓約を除く代わりに、

検証可能な透明性を加えたわけです。

この交換についての評価は分かれました。AIガバナンスを研究するある団体は最初は否定的だった

と言いました。一時停止の約束が消えたことが懸念だったと。しかし詳しく見た後で考えが少し変

わったと言いました。守られない約束を握り続けるより、制約を正直に認める方が良いという方へ。

同じ記事で彼らは一つのことを明確にしました。Anthropicが既存の防御措置のレベル自体を下げた

わけではないと。ただし約束を破ったことに対する代償は払わなければならないと書きました。最

初の約束が過ちであったとしても、それを取り消すことには価値がかかるということです。

Darioは非難を受ける方を選びました。安全をマーケティングの言葉で包装するのではなく、戦場に

合わせて防御線を引き直す道を選びました。それが正しい選択だったかどうかは誰にも断定できま

せん。その答えは次のモデルが何を示すかにかかっていました。

そしてその次のモデルは、会社のデータセンターの深いところですでに成長していました。

2. ミソス プレビューの衝撃

ニュースはAnthropicの口からは出されていませんでした。

2026年3月26日の夜。2人のセキュリティ研究者がインターネットを漁っていました。LayerX

SecurityのRoy Fazzと、ケンブリッジ大学のAlexandre Pouvelis。彼らは公開されるべきではない

ものを探す人たちでした。その日、彼らが手にしたのは、Anthropicのコンテンツ管理システムに接

続された、ロックされていないデータリポジトリでした。

その中には、まだ世に出ていない資料がおよそ3千件入っていました。その中の1つのブログドラフ

トがありました。モデルの名前はClaude Mythos。会社内では「Capybara」と呼ぶ新しいグレード

に属し、会社自身の表現で「これまで私たちが作った最も強力なモデル」でした。
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Fortuneがその夜、この事実を記事で報じました。Anthropicが公開アクセスをブロックしたときは

すでに遅かったのです。

原因は巧妙なハッキングでも、国家級のスパイ作戦でもありませんでした。コンテンツ管理システ

ムの設定が1つ誤っていただけです。アップロードされたファイルはデフォルトで「公開」に設定さ

れており、誰かが手動で「非公開」をクリックしない限り、そのままインターネットに露出される

仕組みでした。会社はこれを「ヒューマンエラー(human error)」と認めました。世界のあらゆる脆

弱性を見つけ出そうとする天才たちの要塞が、ありふれた、げんなりするほど一般的な設定ミスの

前に開かれてしまったのです。

流出の余韻がまだ消えきらない2026年4月7日、Anthropicはミューソスの正体を正面から発表しま

した。その発表には、業界をもう一度凍りつかせる宣言が含まれていました。このモデルを一般大

衆と商業市場には出さないと。ほぼ7年ぶりに、1つの先導的なAI企業が誰よりも強力なモデルを作っ

ておきながら、「あなたはこれを使うことができません」と公開的に言った瞬間でした。

なぜそうなったのか。ミューソスがレッドチーム評価で示した能力のせいでした。

Anthropicの攻撃的サイバー研究を率いるLogan GrahamはNBCニュースにこう説明しました。ミュー

ソスは未知の脆弱性を見つけ出すだけには留まりませんでした。それを突く攻撃コードを直接書き、

複数のものを組み合わせて複雑なソフトウェアを貫く侵入経路までも自ら作り出したのです。「複

数の脆弱性を組み合わせる様子を、私たちは繰り返し見ました。その自律性と、遠くを見通しなが

ら複数のピースを1つに結びつける能力が、このモデルの特徴です。」過去のAIが人間が教えた隙を

コードに移す補助ツールだったとすれば、ミューソスはサイバー攻撃の全過程を単独で完走する別

の種類のツールでした。

証拠は具体的でした。Mozilla はミソス・プレビューを用いて Firefox ブラウザの脆弱性 271 個を

発見して修正しました。セキュリティの堅牢さで知られた OpenBSD オペレーティングシステムで

は、27 年間誰も発見できなかった欠陥が明らかになりました。同社が 1,000 以上のオープンソー

スプロジェクトをミソスで精査したところ、2 万 3,000 件余りの潜在的脆弱性が見つかり、そのう

ち 6,000 件余りが高または致命的に分類されました。別途検証した 1,752 件のうち 90% 以上が

本当の脆弱性として確認されました。

ミソスを事前に試した少数のパートナーは同じ結論に達しました。Ruta Security の CEO ケイティ・

ムスーリスはこう述べました。「すべてが本物です。私は大げさに騒ぎ立てる人間ではありません。

しかし、私たちは確実に巨大な波紋を目にすることになるでしょう。」Cloudflare のセキュリティ

チームはミソスを自社の約 50 個のコード・リポジトリに投入した後、以前のどのフロンティア・

モデルとも比べられない飛躍だと記しました。改善ではなく、異なる種類のツールが異なる種類の

仕事を行っているのだと。

ミソスを市場に投放していれば、Anthropic の収益は一気に急増していたはずです。顧客が

OpenAI と Google に流出するのを指をくわえて見守る必要がありました。ダリオはその損失を受け

入れました。彼の見方では、このモデルを世界中の手に握らせることは、防御の準備ができていな

い世界のインフラストラクチャの上に時限爆弾を置くことと同じでした。
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Anthropic はこの前例のない決定を説明するため、244 ページに及ぶ膨大なシステムカード

(System Card)を作成しました。モデルが何ができて、どこで停止するのか、内部評価で観察され

た危険な行動パターンは何かを詳細に記録した文書でした。発表に先立ち、同社は米国と英国の AI

安全研究所および主要な政府関係者を訪ねて、このモデルの破壊力を事前に伝えました。Axios の

報道によれば、この非公開ブリーフィングは情報流出事件の数週間前に始まり、メッセージは断定

的でした。ミソス・レベルのモデルが広く普及する瞬間、大規模サイバー攻撃の可能性が飛躍的に

高まるということでした。

ダリオは声明で自分の立場を 1 文に圧縮しました。能力の進歩を止めるつもりはない。ただし、そ

の能力を世界に放つには重大な責任が伴う。ミソスは Anthropic が叫び続けてきた安全哲学が空言

ではなかったことを証明する最初の試験台でした。

3. 流出と前倒しされた発表

3 月末のその流出が残した傷は、秘密が漏れたということだけではありませんでした。

世界中のすべての脆弱性を見つけ出すと宣言した会社が、実は自分たちの家の裏口を大きく開けて

いたという事実。そのアイロニーはシリコンバレーとセキュリティ業界に衝撃と嘲笑を同時にもた

らしました。クラウドセキュリティ企業 Zscaler はこの事件に「これはハッキングではなかった」

というタイトルを付けました。攻撃もなく、マルウェアもなく、エクスプロイト・チェーンもあり

ませんでした。ただ、変更されないままにされたデフォルト設定が 1 つあっただけです。

露出した3千件近くの資料の中には、ミソスの草稿だけがあったわけではありませんでした。18世

紀のイギリスの田舎の館で開催予定だった、ヨーロッパ企業のCEOたちのための非公開イベント計

画書がありました。それはDario Amodeiが出席する予定のイベントでした。従業員の育児休暇を扱

う内部画像も混在していました。会社が内部では最も強力なモデルを封印する一方で、外部ではそ

のモデルを生み出したシステムの最も基本的なロックをかけられなかったという痛切な対比でした。

事態はそこで止まりませんでした。ミソスを公式発表した4月7日のその日、非公開のDiscordチャ

ネルの少数ユーザーが実際にミソスモデルにアクセスする事態が起きました。Bloombergの報道に

よれば、その中の一人がAnthropicの外注協力企業の従業員でした。彼らはAI人材採用スタートアッ

プMercorから流出した情報とAnthropicの過去の慣行に関する手がかりを組み合わせ、モデルがど

こにあるかを推測しました。Anthropicの広報担当者は「第三者協力企業の環境を通じたClaude ミ

ソスプレビューの無断アクセス報告を調査中」とだけ述べました。

この連続的な流出について、セキュリティ業界のベテランは特に驚きませんでした。Contrast

Securityの最高情報セキュリティ責任者David Lindnerは25年のキャリアを持つ専門家でした。

AnthropicがミソスをMicrosoft、Apple、Googleを含む少数企業にのみ開放していたとしても、こ

れらの企業内では数千人がモデルにアクセスできたはずだと彼は指摘しました。「爆発するしかあ

りませんでした。このエリートグループに人を追加するほど、アクセスしてはいけない誰かに流出

する可能性が高まるからです。」

流出はAnthropicの手を捻じ曲げました。政府と大衆を冷静に説得しようとしていた当初の計画は引

き裂かれました。制御されない断片的な情報に基づいて、あらゆる誇張された恐怖が広がりました。

あるデータサイエンスメディアはその日の風景をこう記しました。会社が自社のモデルで検出する
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よう設計していたその種の設定エラーによって、発表の主導権を失ったと。サイバーセキュリティ

関連株が一夜にして数十億ドル相当変動しました。

結局、Anthropicは準備中だったスケジュールを急いで前倒しにし、ミソスの実態とProject

Glasswingという限定配布構造を慌てて公開して火消しをしなければなりませんでした。

この事件がDarioに残した教訓は厳しかったです。どんなに賢いAIを作って制御しようと努力しても、

そのAIを取り巻く人間のシステムの小さな亀裂一つが全体を崩壊させることができるということで

す。攻撃が防御より容易な時代、一つのロックの失敗がすぐに世界全体のリスクとなる時代だった

のです。

4. プロジェクト・グラスウィング(Project Glasswing)

ミソスを手に握ったDarioの前には、出口の見えない部屋が広がっていました。

このモデルを永遠に金庫に閉じ込めたところで、問題が解決されるわけではありませんでした。

Anthropicは一つのことを確信していました。自分たちが作ることができたのなら、やがて他の誰か

も作り出すだろうということです。会社の表現を借りれば、「6ヶ月から12ヶ月以内に、多くの異

なるAI企業がMisosレベルのモデルを手にするようになり、彼らは悪用を防ぐセーフガード無しでそ

れを世に放つことができる」ということでした。セーフガード無しの高性能モデルが先に世に放た

れれば、防御準備ができていないインフラストラクチャーは容易に突破されます。かといってMisos

を誰もが利用できるように公開すれば、その直後に世界中の攻撃者たちが同じ武器を手にします。

このジレンマから抜け出すためにAntrophicが考案したのがプロジェクト・グラスウィングでした。

透明な翼を持つチョウの名前から取られたこのプロジェクトの哲学は一言に集約されました。攻撃

者がこの武器を手にする前に、防御側にまず手渡す。世界の穴を攻撃者が見つけ出す前に防御側が

先に塞ぐ。

ダリオはこれを時間の競争と見ていました。技術の進歩を止めることができないのであれば、少な

くとも防御側にインフラを堅牢にするための「ヘッドスタート」を与えなければならないというこ

とでした。

2026年4月7日、Anthropicは一般大衆のアクセスを徹底的に遮断した上で、厳格な検証をクリアし

た約50の組織のみにMisosプレビューを開放しました。最初のリストにはAmazon Web Services、

Cisco、CrowdStrike、Google、JPMorgan Chase、Linux Foundation、Microsoft、NVIDIA、Palo

Alto Networksといった名前が挙がっていました。同社はこれらの組織に、Misosを使用する1億ド

ル規模のクレジットと、オープンソースセキュリティ団体への400万ドルの直接寄付を約束しまし

た。

効果は即座でした。MozillaはFirefoxの脆弱性271個を発見し修正しました。あるセキュリティ企業

は、Misosを導入してからわずか1週間で、過去1年間に修正したバグ以上の数を発見したと述べま

した。CloudflareはコアシステムGlobal全体で2,000個のバグを発見し、そのうち400個が高または

重大レベルであり、誤検知率は人間のテスターより優れていたと評価しました。複数のパートナー

がバグ発見速度が10倍以上高速化したと報告しました。Misosはソフトウェアを破壊する代わりに、

非常に強固に鍛え上げるワクチンとして機能し始めました。
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この成果に基づき、Anthropicはグラスウィングの扉を慎重に広げました。6月初旬、同社はアクセ

ス権を15カ国以上、約150の組織に拡大しました。新たに参加した組織は、最初のリストから除外

されていた電力、水道、医療、通信などの部門でした。プログラムが4月初旬に開始されてからわず

か2ヶ月の間に、約50のパートナーが発見した高および重大レベルの脆弱性が10,000件を超えまし

た。

しかし成功は新たなボトルネックを明らかにしました。今や問題は脆弱性をいかに素早く見つける

かではありませんでした。見つけ出した膨大な脆弱性を誰が検証し、報告し、修正するのかという

問題でした。Anthropicはこれを率直に認めました。「このようなバグの修正におけるボトルネック

は、人間が分類し、報告し、パッチを設計して配布する能力です。」Cloud Security Allianceと

SANS Institute、OWASPが共同で発表した報告書はさらに厳しいものでした。防御側がパッチを展

開する速度よりも、攻撃者がAIで脆弱性を発見し悪用する速度の方が速いため、組織は「近い将来

に圧倒される可能性が高い」ということでした。

Misosへのアクセスを求める列は長かったです。各国の政府高官と大手企業のCEOたちが「私たちに

も提供してください」と要求しました。しかしAntrophicのセキュリティチームとアメリカ政府の統

制指針は、スパイ活動の危険を理由に開放速度を遅くするよう繰り返し要求しました。競争相手た

ちはMisosについて「単なるパブリックスタント」と揶揄することもありました。ダリオはその揶揄

と膨大な機会費用の前でも原則を曲げませんでした。

彼が見つめていたのは、6ヶ月から1年先のことでした。世界の主要なシステムがミソスの眼でスキャ

ンされパッチが施され、悪意ある攻撃を跳ね返す堅牢なエコシステム。利益を追求する一企業が国

家と人類に代わってサイバー世界の盾を無理やり引き上げた場所。それがプロジェクト・グラスウィ

ングでした。

しかし、その盾が最終的に耐えうるかは、今なお誰も知りません。ミソスが公式発表されたその日、

Discordのチャンネルが突破されたという事実が、この戦いの本質をそのまま示しています。防御者

にまず武器を与えても、その武器が漏洩する速度を食い止められるかどうかは、また別の問題でし

た。ダリオ自身も、これを終わることなき追撃戦、猫とネズミのゲームと呼びました。グラスウィ

ングは答えではなく、時間を稼ぐギャンブルでした。

前の章

すべての章を表示

次の章

弁護士、元国会議員、AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 Kim Kyung-jin. All rights reserved.

#金京鎮弁護士 #AI #技術の思春期を越える
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第8章 - ペンタゴンとの衝突、決して妥協できない一線

前の章

すべての章を表示

次の章

1. 二つのレッドライン

壁時計は午後5時を過ぎたばかりでした。2026年2月27日金曜日、サンフランシスコのAnthropic

の本社会議室。ダリオ・アモデイは机の前に座っていました。机の上には、米国防総省が送った契

約書が広げられていました。そこには、彼が署名するだけでいい空白欄がありました。その空白欄

を埋めれば、2億ドルが生き残ります。埋めなければ、会社は国家の敵として指名されます。午後5

時1分、彼はペンを手にしませんでした。

この場面を理解するには、何年も遡らなければなりません。人々は一般的に、Anthropicとペンタゴ

ンの関係が最初からギクシャクしていたと推測します。実は正反対でした。Anthropicはアメリカの

人工知能企業の中で、国家安全保障の領域に最初に身を乗り出した企業でした。英語ではその態度

を「リーンフォワード（lean forward）」と呼びます。ダリオ自身がCBSのインタビューで使った

表現です。2025年7月、Anthropicは米国防総省と2億ドル規模の契約を結びました。自社のモデル

であるClaudeを軍の機密分類ネットワーク（classified networks）に載せた最初のフロンティアAI

企業でもありました。情報分析、作戦計画、サイバー作戦。軍が要求した使用事例の98から99パー

セントをAnthropicは受け入れました。

ダリオが常に反戦主義者だったわけではありません。カルテック時代、彼はイラク戦争を批判する

記事を学生新聞に載せた青年でした。その青年が、なぜ軍と手を組む会社を率いるようになったの

でしょうか。ロシアがウクライナを侵略し、中国が台湾を脅かすこの世界を、彼は異なる読み方を

し始めました。自由民主主義陣営が権威主義国家に対して、技術と軍事の優位をはっきりと握って

いなければ、平和は守られないという考え方です。彼はインタビューの中で何度も繰り返し述べま

した。私たちは愛国的なアメリカ人であり、自律的な敵を打ち負かしてアメリカを守ることを信じ

ていると。

しかし、その愛国心には、譲歩できない前提が一つ組み込まれていました。彼はエッセイで次のよ

うに書きました。私たちの価値を損なう方法を除いて、あらゆる方法でこの技術を国家安全保障に

使用すべきだと（in every way except the ways that undermine our own values）。一つの文に、

彼の矛盾と信念が共に含まれています。あらゆる方法で支援するつもりだ。ただし、私たちの価値

を損なう方法だけは別だ。その除かれた二つのものこそが、まさに「二つのレッドライン（Two

Red Lines）」だったのです。

一つは、米国市民に対する大規模監視（domestic mass surveillance）です。ダリオが懸念した図

式は次のようなものです。データブローカーが合法的に販売する位置情報、金融取引、検索履歴と

いった大量の公開データ（public data）があります。過去には、政府がこのようなデータを購入し

ても、それを人ごとのプロフィールに編み込む人員がありませんでした。資料は山のように積み重

なっていますが、読む人がいなかったわけです。大規模言語モデルがその仕事を肩代わりする瞬間、
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令状なしにも関わらず、一人の人間の行動パターン、政治的傾向、人間関係が完璧に描き出されま

す。ダリオはこれについて、打ち倒せない種類の専制政治が生み出されると述べました。Anthropic

は令状により合法的に収集された機密データの分析は認めるが、市中に出回っている民間データで

無差別な監視網を張る仕事にはClaudeを使えないと明言しました。

もう一つは、完全自律型致命兵器（fully autonomous weapons）です。誤解を避ける必要がありま

す。Anthropicはウクライナ戦場で使用されるような制限的自律兵器や、人間の指揮官を支援する目

標識別システム自体には反対していませんでした。彼らが拒否したのは、人間の承認なしに、アル

ゴリズムの判断だけで引き金が引かれるシステムでした。ダリオの論理は技術者のものでした。現

在のAIは幻覚（hallucination）を起こす。人間の兵士が持つ倫理的判断や常識を備えていない。だ

からこそ、誤射と民間人殺害につながる信頼性の欠陥が明らかに存在する。注目すべき点がありま

す。彼の立場は決して駄目だという断定ではなく、まだ駄目だという技術的判断に近いものでした。

いつか技術が十分に熟成すれば異なるかもしれないという余地を、彼は閉じませんでした。この微

妙な立場、永遠の禁止ではなく、猶予された禁止という立場が、後々批評家たちが掘り下げるポイ

ントになるのです。

競争企業が政府資本の前で安全装置を自ら解放している時、Anthropicはこの二つの線をインクで契

約書に押し印しました。ダリオは知っていました。この線を越える瞬間、会社が掲げた使命は単な

る広告文句に堕するのだと。

2. 3日間の最後通牒と供給チェーン・リスク指定

亀裂は現実の戦場で最初に破裂しました。2026年1月3日の夜明け、米軍はベネズエラの首都カラ

カスを襲撃しました。Operation Absolute Resolveです。特殊部隊がニコラス・マドゥロ大統領の

砦のような官邸を制圧しました。わずか2時間で、マドゥロと彼の妻は米軍の軍艦の上にいました。

ベネズエラの内相は後日、死者が100人に達したと明かしました。そしてこの作戦過程でClaudeが

作戦計画と標的分析に使用されたという事実がAxiosの報道で明らかになりました。

Anthropicはすぐさま異議を唱えました。米軍のClaudeの使用方法が、自分たちが引いたレッドラ

インの境界を危うく行き来していると判断したのです。国防総省がサービス利用規約を迂回し、同

意なしに作戦の自律性の範囲を拡大したという抗議でした。

国防総省の反応は謝罪ではありませんでした。逆撃でした。セーフガードを全て外せ。米軍が望む

あらゆる合法的目的(all lawful purposes)に対してClaudeを無制限に使用させろ。交渉の最前線に

は国防総省最高技術責任者Emil Michaelがいました。彼はCNBCに出演してこう述べました。自分た

ちの政策的嗜好をモデルに組み込んだ企業が供給チェーンを汚染させることはできない、そうなる

と我が兵士たちは効果のない武器と効果のない防弾チョッキを受け取ることになるとのこと。

Anthropicにとって合法的目的という言葉は白紙委任状でした。国防安全保障局がデータ・ブローカー

から令状なしにアメリカ市民の検索記録と位置情報データを購入することが現行米国法上違法では

なかったからです。Anthropicは民間公開データを使用した監視網構築禁止条項の少なくとも1つを

守ろうとしました。国防総省は1行の妥協さえも拒否しました。

2026年2月、Pete Hegseth国防長官が直接乗り出しました。その週初め、彼はDarioに会い、

Defense Production Actを発動して技術を強制的に徴収すると脅しました。そして金曜日午後5時1
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分までに無制限使用要求を受け入れよという最後通牒を送りました。受け入れなければAnthropicを

supply chain risk企業として烙印を押すということでした。

このレッテルの重みがどのようなものか理解する必要があります。これまで、このレッテルはロシ

アのセキュリティ企業Kasperskyや中国のHuaweiのような、敵対国と関係のある企業にのみ貼られ

ていました。アメリカの安保のために以前献身したアメリカ企業にこのレッテルが貼られたことは

歴史上ありませんでした。これは行政上の警告ではなく、実質的には企業への死刑宣告でした。米

軍契約だけでなく、Amazon、Microsoft、Palantirのようなパートナー企業までもClaudeを軍関連

業務から外さなければならなかったからです。

2月27日金曜日午後5時1分。Dario Amodeiは結局署名しませんでした。

その直後に起こったことはシリコンバレーの権力ゲームの苦い側面でした。Hegethはソーシャルメ

ディア Xを通じて、Anthropicをsupply chain riskとして指定すると発表しました。いかなる軍事契

約者も、サプライヤーも、協力企業もAnthropicとの商業取引ができないという宣言でした。しかし

衝撃的なシーンは舞台裏にありました。Michael副長官がAnthropicとの最後の交渉を行っていたま

さにその頃、背後ではすでに競合企業OpenAIとの空白を埋める契約が調整されていました。

Anthropicが制裁を受けたその夜、Sam Altmanは国防総省との契約締結を発表しました。Altman

は交渉過程で国防総省が安全を深く尊重し、大規模監視と自律兵器禁止という、Anthropicが要求し

ていたものとほぼ同じ条件に同意したと書きました。同じ条件について、一つの企業は処罰され、

別の企業は歓迎されたのです。その間隙をどう読むかは読者の課題として残しておきます。

3. 大統領の非難とダリオの反論

大統領は最後通牒の期限が終わる前に動きました。ドナルド・トランプ大統領はトゥルース・ソー

シャル（Truth Social）に投稿し、Anthropicを急進左翼の目覚めた企業（radical left, woke

company）と呼びました。彼らの利己心がアメリカ人の生命を危険にさらし、我々の軍隊を危険に

さらしていると書きました。我々はそれが必要ではなく、望まず、今後一切取引しないと述べまし

た。彼は連邦のすべての機関にClaudeの使用を中止するよう命じました。一部の機関には6ヶ月の

移行期間を与えました。一つのテック企業の倫理原則への固執が、連邦政府全体との全面戦争に発

展した瞬間でした。

殺到する非難の前で、ダリオの態度は奇妙なほど落ち着いていました。彼は泥沼の誹謗中傷戦に巻

き込まれることを拒否しました。ヘグセスが供給チェーンリスクを宣言してから数時間後、ダリオ

はCBSニュースのジョ・リング・ケント（Jo Ling Kent）と向き合いました。最初の質問は単刀直

入でした。なぜアメリカ政府に無制限にAIを与えないのか。彼はまず文脈を明確にしました。

Anthropicはアメリカのすべてのアイ企業の中で米軍と協力する際に最も先進的だった企業だったと

いうのです。

そして彼はこう述べました。

「私たちは愛国的なアメリカ人です。私たちが行ってきたすべてのことは、この国のため、アメリ

カの国家安全保障を支援するためのことです。私たちが軍とともにモデルを前進配置したのは、こ

の国を信じていたからです。私たちは権威主義的な敵を倒すことを信じ、アメリカを守ることを信

じています。私たちが線を引いた理由は、その線を越えることはアメリカ的価値に反すると信じて
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いたからです。」

続く文章がその週末のアメリカを揺るがしました。

「政府に反対することこそが、この世界で最もアメリカ的なことです。そして私たちは愛国者です。

ここで行ってきたすべてのことで、私たちはこの国の価値のために立ち上がったのです。」

彼は供給チェーン指定と国防生産法の脅迫について、政府が民間経済に加える前例のない侵害だと

定義しました。一方で、彼らは単に修正憲法第1条の表現の自由を行使して政府に異議を唱えている

だけだと反論しました。政府が自分たちのサービスを気に入らなければ他のサプライヤーを使えば

いい、それが正常なやり方だった、しかし彼らは報復で応じたと彼は指摘しました。

大統領がアンスロピックを「覚醒派左翼」と呼んだことについて問われると、ダリオは他の者が何

をしているかは自分が代弁できないと述べてフレームに閉じ込められることを拒否した。彼は終始、

政策と原則の言語のみで対抗した。

印象的な点はその次だ。解雇通告を受けた状況下でも、アンスロピックは軍への責任を手放さなかっ

た。ダリオが約束したのは、トランプ政権がいかなる極端な措置を取ったとしても、前線のアメリ

カ兵たちが新しいシステムに安全に移行する（off-board）までの間、われわれができるすべての技

術支援と継続性を提供するということだった。安全保障を人質にして取引することはしないという

決意だった。

この高潔な決断に対して、大衆が反応した。大統領がアンスロピックを国家安全保障への脅威とし

て指名した直後の週末、市民たちはむしろClaudeアプリのダウンロードを始めた。日曜日の朝、

Claudeはアップル・アプリストアで1位に躍り出た。有料購読者は週末の間に倍増した。その座を

埋めたOpenAIの内部スタッフ約100人は、自社CEOの決定に反発し、アンスロピックのレッドライ

ンを支持する公開書簡に署名するという事態にまでなった。大統領の非難はアンスロピックを転覆

させるどころか、シリコンバレーの中心で信頼される倫理的AI企業という王冠をかぶせたも同然だっ

た。少なくともあの週末の風景はそのようだった。

4. エピック・フューリ（Epic Fury）のアイロニー

トランプ大統領が連邦機関でのClaudeの使用を禁止し、アンスロピックを供給チェーン・リスク・

リストに載せた翌日、中東の夜空ではそのすべての政治的レトリックをあざ笑うかのような光景が

展開された。2026年2月28日、アメリカとイスラエルはイランの核施設と主要軍事基盤施設を狙っ

た大規模爆撃作戦を開始した。米側の作戦名はエピック・フューリ。アメリカの国防長官がアンス

ロピックのAIは安全保障に害をもたらすとしてシステムから引き抜けと主張したからわずか数時間

後のことだった。

その夜、米中央軍（CENTCOM）の指揮統制室を動かした頭脳は何だったのか。アンスロピックの

Claudeだった。ウォール・ストリート・ジャーナル、ブルームバーグ、アクシオスの後続報道によ

ると、米軍はパランティアのMaven Smart Systemを通じて戦闘シナリオをシミュレーションし、

ドローンと衛星から流れ込む情報を集約して標的を識別（target identification）する際にClaudeを

そのまま稼働させていた。ヨーロッパと中東戦線から押し寄せる船舶配送記録、電力網データ、ミ

サイル燃料注入状況といった膨大な資料をリアルタイムで精製できるインテリジェンスは、軍内部
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ではClaudeの他にはなかったのだ。

その後、上院軍事委員会の公聴会でこの事実が公式に確認された。国防省最高情報責任者キルスティ

ン・デイビス（Kirsten Davies）はジャック・リード（Jack Reed）上院議員の追及に答えた。その

システムの使用は今この瞬間も稼働中だと。供給チェーン・リスクに指定しておきながら、それで

も使い続けるのは奇妙ではないかという質問に、デイビスは答えた。われわれの兵士たちの成功と

火力と回復力をいかなる方法でも害しないために、合理的な期間をかけてシステムを置き換えるこ

とに決めた、と。ディフェンス・ワン（Defense One）はClaudeをペンタゴン・インフラから外す

のに3カ月から6カ月かかると報じた。あまりにも深く根付いていて、スイッチを切るように引き抜

けるようなものではなかったのだ。

このアイロニーが示すところは明らかだ。米軍はすでにClaudeの推論能力と処理速度に深く依存し

ていた。Claudeは国家機密インフラとキルチェーン（kill chain）の神経網の奥深く、血管のように

絡み合っていた。大統領の禁止命令が下されたからといって、戦争が起こったあの夜に即座に引き

抜けるような性質のものではなかった。軍はあの夜の作戦を完了させるために、5時間前に国家安全

保障を脅かす不浄な企業だと非難され退出を命じられたまさにその企業の技術に頼りながら、ミサ

イルの軌跡を追わなければならなかったのだ。

メディアはこの状況を一文に要約しました。そのツールは使用をやめるには重要すぎ、制限なしに

用いるには危険すぎるものでした。そして政府の解決策は、その安全制限を設けた企業を破壊する

ことだったのです。

その夜の風景には暗い影も映っていました。作戦初期、イランで起こった学校周辺への爆撃で約

120人の子どもたちが殺害されたという報道が相次ぎました。Claudeがこの特定の攻撃にいかに関

与していたか、ダリオ自身も企業も完全には理解していないと認めています。モデルを世に放った

後は、第三者がそれをいかに利用しているかについて、その創造者さえも完全に見通すことはでき

ない̶̶それは一つの懺悔でした。レッドラインを引き、統制を求めていた人物が、実は自らの技

術の果てで生じていることの前に、知らないと告白せざるを得ない立場。本書はその立場を塞ぎま

せん。ただそのままに在らせます。

ダリオ・アモデイとAnthropicは、自らが引いたレッドラインを拒否され、政府から見捨てられた。

しかし皮肉にも、まさにその夜、実戦の炎の中でPentagonがいかに深く彼らの技術に依存している

かが明らかにされたのです。国家の最高権力者さえもが、0と1で成り立つ巨大な数学的知能を行政

命令という刃で即座に停止させたり置き換えたりすることはできない。それが万人に示された瞬間

でした。禁止令が下された夜、イランの漆黒の空を切り裂くミサイルの火光は、二つのものを同時

に照らしていました。統制を拒む権力の傲慢さと、その権力すら逆らえずに浸透した知性の支配力。

技術の思春期と呼ばれるものが、最も奇怪な姿で現れた稲妻だったのです。

前の章

すべての章を表示

次の章

弁護士、元国会議員、AI政策研究者
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第9章 - 修正憲法第1条の勝利、しかし終わらない綱引き

前の章

すべての章を表示

次の章

1. シリコンバレーの連帯

2026年3月9日の朝でした。Anthropicの弁護団は、2つの連邦裁判所に同時に訴状を提出しました。

1つはカリフォルニア北部連邦地方裁判所で、もう1つはワシントンD.C.の連邦控訴裁判所でした。

相手は米国政府でした。

数日前のことでした。国防長官Pete Hegsethが、Anthropicを「供給チェーン・リスク(supply

chain risk)」企業に指定しました。米国の企業がこのレッテルを貼られたのは初めてのことでした。

これまで、この指定はロシアや中国の敵対的企業に対してのみ使用されていた刀でした。Pete

Hegsethは2月27日、自分のソーシャルメディアアカウントに次のように書きました。「即座に効

力発生。米軍と取引するいかなる契約業者、供給業者、パートナーも、Anthropicと商業活動を行っ

てはならない。」同じ時期に、Trump大統領は連邦機関にAnthropicの技術使用を「直ちに中止」

するよう指示しました。

ダビデとゴリアテのようでした。一方は世界最強の軍を持つ国家でした。もう一方は従業員数千人

のスタートアップでした。多くの人々がAnthropicの無謀さに舌を巻きました。

ところが、法廷での戦いが本格化すると、シリコンバレーで予想外の光景が広がりました。平素、

一寸の譲歩もなく市場をめぐって争っていた大企業が、一つ二つとAnthropicの側に立ち始めたので

す。まず、明確に動いたのはMicrosoftでした。初めての仮処分審問を数時間前に控えた3月10日、

Microsoftは単独で法廷意見書(amicus brief)を提出し、Pentagonの指定を一時中断するよう裁判所

に要請しました。Microsoft報道官の言葉は節度がありましたが、方向は明確でした。「国防部には、

この国の最高の技術に安定的にアクセスする道が必要です。そして、誰もがAIが大規模な国内監視

や、人間の統制なしに戦争を開始するために使用されることを望んでいません。」

Microsoftの損益計算書には、冷たい数字が書き込まれていました。意見書を提出する前日、

Microsoftは自社のCopilotプラットフォームにAnthropicのClaude Coworkを導入することを発表し

たばかりでした。両社はすでに同じ船に乗っていました。しかし、計算だけでは説明できない部分

がありました。Microsoftは意見書の中で、政府の措置が直ちに実施されれば、「技術産業全体」と

「米国実業界全般」に広範な悪影響が及ぶ可能性があると警告しました。

GoogleとAmazon、Appleの態度はいくぶん慎重でした。彼らは、Pentagonと無関係な業務に限定

して、自社プラットフォーム上でClaudeの提供を継続すると明言しました。全面戦争に飛び込まな

いが、政府の圧力に同調もしないというシグナルでした。ビッグテック大手たちが自国政府の様子

をうかがいながらも、結局Anthropicを市場から押し出さなかったこと、それ自体がすでに一つの立

場の表明だったのです。
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熱い連帯は会議室からではなく、エンジニアたちの机から生まれました。GoogleとOpenAI所属の

従業員約50名が、会社ではなく個人資格で意見書に名前を連ねました。競争企業の従業員たちでし

た。彼らは、Pentagonが契約を解除して別の企業を見つければ済むことなのに、わざわざ「供給チェ

ーン・リスク」指定という刀を抜いてAnthropicを「罰する」としようとしたと記しました。表現は

手厳しかったです。政府が「無謀に(recklessly)」行動したということでした。そして、このような

先例が定着すれば、AI分野内でのリスクと利益をめぐる開かれた議論そのものが凍りつくだろうと

警告しました。彼らはAnthropicが引いた線に同意していると述べました。「現在存在する最高のAI

システムも、完全自律的なキル・ターゲット判定を安全かつ信頼できるように処理することはでき

ず、米国国民に対する大規模な国内監視に使用されるべきではない。」

軍人たちも参加しました。退役海軍・空軍・沿岸警備隊の高位人事およそ20名、その中でも何人か

は海軍長官と空軍長官まで務めた人物たちが政府に反対する意見書を出しました。彼らの論理は軍

人らしかったです。法の基盤のない政府行為は軍を強くするのではなく、むしろ弱くするというこ

とでした。

このすべての連帯は同情心の産物ではありませんでした。その下には実存的恐怖が隠れていました。

もし政府が気に入らない契約条項を口実に、ツイート数行と行政便宜で一企業を「安保脅威」と烙

印を押して市場から消し去ることができるなら、次の番は誰であってもあり得ました。倫理的ガイ

ドラインを遵守する行為がすなわち埋葬の理由になる世界で、どの技術企業も国家の前で独自の線

を引くことができなくなります。Anthropicの孤独な戦いはそのように、シリコンバレー全体の代理

戦に格上げされました。

2. リタ・リン判事の仮処分

カリフォルニア北部連邦地方裁判所の法廷に立った人物はリタ・F・リン（Rita F. Lin）判事でした。

ジョー・バイデン前大統領が任命した判事でした。彼が握っていたのは2億ドルの調達契約の違約金

問題ではありませんでした。民主主義国家の政府が民間技術企業にどこまで強制力を振るうことが

できるのか、その境界を問う最初の試験台でした。

3月24日火曜日、仮処分審理が開かれました。政府側弁護団は明確でした。彼らは人工知能がすで

に現代戦の戦略資産になっており、一企業の倫理的判断によって軍の技術支援が断たれることは国

家安全保障に対する重大な脅威だと主張しました。注目を引く論理も展開しました。Anthropicが今

すぐ何か間違っていることがあるからではなく、将来Claudeを安保に有害な方向にアップデートす

る可能性があるから危険だということでした。

リン判事はその場で一つのことを明確に指摘しました。PentagonがどのようなAI製品を使うか使わ

ないかはPentagonの権利だということでした。しかし政府がClaudeの使用を断つことで終わるので

はなく、Anthropicと取引するすべての者に関係を断つよう命令した箇所で、判事の表情が変わりま

した。彼は政府の措置が「懸念される（troubling）」と述べました。安保懸念が本当であれば、

PentagonがClaudeを使わなければそれでいいのに、その懸念に適合するように限定された措置では

なかったからです。

ダリオ・アモデイはすでに複数のインタビューで同じ言葉を繰り返してきました。彼らは機密ネッ

トワークに先にモデルを移植した愛国者だということ、しかし無差別な大衆監視と完全自律殺傷兵



49

器を拒否することこそがアメリカの本質を守る仕事だということでした。権力に「いや」と言う権

利、それが最もアメリカ的だというナラティブでした。

3月26日木曜日、リン判事はAnthropicを支持する仮処分を引用しました。決定文の文章は冷ややか

でした。判事は国防部（行政府が「国防部（Department of War）」という名称を使い始めたその

省庁）の内部記録を引用しながら、政府がAnthropicを供給チェーンリスクに指定した理由が同社の

「メディアを通じた敵対的態度」だったと明記しました。そして鋭い一文を残しました。「政府の

契約立場に公開的批判をもたらしたという理由でAnthropicを処罰することは、典型的な修正第1条

違反報復（classic illegal First Amendment retaliation）である。」

裁判官はさらに先に進みました。この広範な懲罰的措置は違法である可能性が高く、Anthropicはそ

れにより回復不可能な損害を被っており、多くの意見書提出者が指摘したように、その損害は公益

にまで及んでいると判断しました。AI安全という重要な主題をめぐる開かれた議論が凍結すること、

それこそが公益への損害であるということでした。

人間知能をはるかに超える「データセンター内の天才たち」を作ろうとしていた、誰よりも未来に

向かって走っていた会社が、1791年に批准された古い羊皮紙文書の一つの条項によって救われまし

た。そのアイロニーは荘厳でした。制御不能に暴走する国家権力の前でも、民主主義の法的安全網

がまだ息をしているという証拠でした。

勝利はしかし半分でした。二週間後の4月8日、ワシントンD.C.の連邦控訴裁判所は別の結論に達し

ました。ペンタゴンの「サプライチェーンリスク」指定そのものの停止を求めるAnthropicの請求は

却下されたのです。控訴裁判所もAnthropicが「ある程度の回復不可能な損害」を被るであろう点は

認めました。しかし、その利益は政府の手を縛るほど強力ではないと判断しました。二つの法院の

相反する判断により、Anthropicは微妙な立場に置かれました。国防総省の契約からは除外されまし

たが、仮処分のおかげで他の連邦機関との仕事は続けられるようになったのです。司法長官代行トッ

ド・ブランチは控訴審の結果についてXにこう書きました。「軍の権限と作戦統制権は統合参謀本部

議長と国防総省にあるのであって、テック企業にあるのではない。」

綱引きは終わっていませんでした。終わるどころか、より過酷な局面が待っていたのです。

3. 再び強化される輸出規制

司法部が一つの道を塞ぐと、行政府は別の道を見つけました。裁判所が民間企業の内部契約と表現

の自由を認めたのであれば、政府は技術が国境を越える通路そのものを掌握することに決めました。

それは輸出規制でした。

きっかけはAnthropicの一つの決定でした。4月にAnthropicはミソス(Mythos)というモデルを世に

送り出しました。コンピュータコード自身の脆弱性を見つけ出す恐ろしい能力のため、会社はこの

モデルを検証された少数の機関にのみ開き、極度に慎重に管理してきました。そのミソスにサイバー

セキュリティ用途へのアクセスを防ぐセーフガードを施した一般向けバージョンがクロード・フェ

イブル5(Claude Fable 5)でした。6月初旬、Anthropicはついにフェイブル5を一般に公開しました。

歓喜は四日を越えませんでした。6月12日金曜日午後5時21分、Anthropicは一通の書簡を受け取り

ました。商務長官ハワード・ルトニック(Howard Lutnick)からダリオ・アモデイ(Dario Amodei)へ



50

の手紙でした。内容は短く、破壊的でした。ミソス5とフェイブル5は今や輸出規制の対象であり、

米国外のすべての場所と米国内のすべての外国人へのアクセスを遮断しろというものでした。

この命令の刃は、会社の内部にまで切り込んでいました。ブロック対象には、海外の顧客だけでな

く、米国領土内で働く Anthropic 自身の外国籍従業員までが含まれていました。Anthropic のサン

フランシスコ研究所には、カナダと英国、インドとヨーロッパ各地から集まった天才たちが昼夜を

問わずコードを書いていました。政府の命令によれば、会社は自らが直接訓練し、alignment 作業

を行った、まさにそのモデルのコンソールにこれらのエンジニアがアクセスすることを阻止しなけ

ればなりませんでした。

命令の適用範囲が広すぎたため、Anthropic は外国人だけを区別する方法がありませんでした。コ

ンプライアンスを守るには、全員のアクセスを切る以外に選択肢はありませんでした。その夜遅く、

Anthropic は Missos 5 と Fable 5 を世界中のすべてのユーザーから引き上げました。日本とヨーロッ

パ、南米の多くの有料顧客と企業パートナーのアクセスが一度に遮断されました。Claude に依存し

て毎日コードを書き、ビジネスを運営していた海外システムが一斉に停止しました。ただし、

Claude Opus 4.8 をはじめとする他のモデルは影響を受けませんでした。

Anthropic は X に声明を発表しました。「お客様にご迷惑をおかけしたことをお詫びします。これ

は誤解だと信じており、可能な限り迅速にアクセスを復旧するために努力しています。」同社は受

け取った書簡に、国家安保懸念の具体的な内容が記載されていなかったと明らかにしました。ただ

し政府が Fable 5 のセーフガードを回避する方法、つまり jailbreak を知ったのではないかと推測す

るばかりでした。

米国政府が、すでに大衆が広く使用している商用 AI モデルへのアクセスを輸出規制で遮断すること

は、歴史上初めてでした。世界中の政治家たちが懸念の声を上げました。各国が独自の AI を保有す

べきだという「sovereign AI」論議に火がつきました。

Dario Amodei にとって、この 6 月の事態は痛烈なパラドックスでした。彼は誰よりも先頭に立っ

て、frontier model の能力が国家戦略資産であり、先制的な統制が必要だと叫んできた人物でした。

しかし実際に政府が抜き出した統制の刃はあまりに鈍かったのです。精密なメスでがん細胞だけを

取り除く代わりに、古びた斧で AI エコシステムの神経網を一撃に叩き潰したかのようでした。

Pentagon の法廷で修正第 1 条の勝利を掴んだ会社が、たちまち商務省の足かせに首を絞められた

のです。真の知能の統制権が誰にあるのかという問いの前に、Anthropic は再び投げ出されました。

4. 攻防の二つの分岐

3 日間にわたる世界規模のシャットダウンをめぐって、ワシントンとシリコンバレーは二つの路線

に分かれた真実の攻防に裂けました。表面的な技術的理由と、その下で動いた政治の手が正面から

衝突しました。

最初の分岐は jailbreak 論争でした。発端は 1 行の命令だったとのことです。「fix this code」。サ

イバーセキュリティコンサルタント Katie Moussouris が Fortune に述べたところによれば、誰か

が Fable 5 に特定のコードベースを読み込み、欠陥を修正させるという短い prompt flow だけで、

モデルの診断出力が実際に機能する脆弱性攻撃スクリプトに変わってしまったということです。ロッ

クがそんなに脆弱だったのかという嘲笑が続きました。
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しかし、その導火線を引いた人物が誰だったのかが明らかになるにつれて、物語が複雑になってし

まいました。複数の報道によると、まずホワイトハウスに警告を伝えた人物はアマゾン最高経営責

任者のアンディ・ジャシー(Andy Jassy)でした。6月11日木曜日、アマゾンの研究者たちが一連の

プロンプトでMistral級モデルから本来ブロックされるべきサイバー攻撃情報を引き出し、ジャシー

がこれを行政府の高官に知らせたということです。アマゾンがホワイトハウスの要請でFableをテス

トしたのか、自発的に行ったのかは最終的には明らかにはなりませんでした。一方でAnthropicを支

持するamicus briefを提出し、他方でその企業のモデルの弱点を政府に報告する大手テック企業の

二つの顔が同じ時期に重なったのです。

二番目の流れは異なる次元の政治・安保フレームでした。ホワイトハウスのAI・暗号資産責任者だっ

たデイビッド・サックス(David Sacks)は週末のうちにX上で自らのバージョンを明かしました。サッ

クスの主張は次のようなものでした。Anthropicと政府の両方から信頼されるあるパートナーが

Fable 5のセーフガードを突破するジェイルブレイクを発見し、行政府がダリオ・アモデイに修正す

るか、モデルを撤回するよう要請したのに、「ダリオが拒否した」というものでした。サックスは

Anthropicがブログでジェイルブレイクが深刻ではないと言い訳した点を激しく批判しました。「そ

れは信頼されるパートナーとアメリカ政府の判断ではない」と彼はAnthropicの矛盾を指摘しました。

これまでMistralを規制が必要な『サイバー兵器』として宣伝してきた企業が、その兵器の機能を解

除するジェイルブレイクについて『深刻ではない』と言うことをどう受け入れるべきなのかという

ことでした。

サックスは以前からAnthropicを激しく追い詰めてきた人物でした。彼はこの企業を「ウォーク

(woke)」で「左翼的」と呼び、「恐怖扇動に基づいた巧妙な規制俘虜化(regulatory capture)戦略」

を展開していると非難してきました。6月にホワイトハウスがライセンス制度の代わりに自発的方式

の行政命令を採用したことも、大規模な研究機関による規制俘虜化を防ごうとするサックスの仕業

でした。

別の疑惑がその上に積み重なりました。セマフォア(Semafor)の報道によると、ホワイトハウスが

輸出規制を決定した背景には、中国と結びついた集団がMistralにアクセスしたかもしれないという

疑いが潜んでいました。もし中国政府がMistralを手に入れたなら、コードの脆弱性を見つけ出すそ

の能力がそのまま脅威になり、モデルをリバースエンジニアリングして複製する危険性まであると

いうものでした。

これに対するAnthropicの反論は冷たいものでした。同社は、自分たちが見たジェイルブレイク実証

は既知のささいな脆弱性を露呈させただけであり、OpenAIのGPT-5.5を含め、輸出規制の対象外で

ある他の公開モデルでも同じことが可能だと反論しました。「私たちは有害な結果につながる懸念

すべき非普遍的ジェイルブレイクについての開示を受けたことがない」とも述べました。中国アク

セスの疑いについては、ホワイトハウスがFableジェイルブレイクと輸出規制を議論する場で中国ア

クセスの問題を持ち出したことはなく、Anthropicは最初から中国内での製品アクセスを禁止してい

ると反論しました。

ここに鋭い矛盾の刃がありました。Anthropicを『中国に技術を流す安保上の脅威』に追い込もうと

するその政府が、実は中国への最先端AIチップ輸出を主張してきた行政府だったのです。トランプ

政権で短時間働いた後、批評家に転じたAI政策専門家ディーン・ボール(Dean Ball)はX上にこう書

きました。「これがAnthropicを狙った法的嫌がらせなのか、極端な安保鷹派主義なのか分からない。



52

どちらにしても、ただの漫画みたいだ」と。彼は付け加えました。中国には最先端チップを輸出す

べきだと言いながら、イギリスを含む地球上のすべての非米国人にはモデルアクセスを遮断すると

いうのは筋が通っているのかということでした。

ダリオ・アモデイの立場はそれゆえさらに困難でした。彼は数年間、権威主義国家が『データセン

ター内の天才たち』を持つべきではないと主張しながら、NVIDIA最先端チップに対する強力な輸出

規制を誰よりも先頭に立って叫んでこられた対中強硬派でした。そんな彼が今、『敵国に技術を流

す安保上の脅威』として指摘されました。輸出規制を叫んでいた人が輸出規制の刃に斬られたので

す。

批評家たちはもう一つの可能性を指摘しました。AIが人類にとって実存的脅威になると信じる人々、

あるいはAnthropicの内部でセーフティを重視する従業員さえ、この措置を内心では歓迎するかもし

れないというものでした。政府の刃が結果的にはAI開発の速度を低下させるだろうからです。それ

ほどまでにスピード規制を叫んでいた企業が、最も望まなかった方法でその願いを実現させること

になったわけです。

サックスはこれらすべてがペンタゴン事件とは無関係だと明言しました。「今回の措置を先の国防

総省・Anthropic対立と結びつけようとする者たちは誤っている」と。行政府はAnthropicの技術力

を高く評価しており、この問題は深刻だが容易に解決できると考えているというのでした。一方、

サックスは行政府が仕方なく輸出規制を発令したのであり、Anthropicが問題を修正してFableが再

び解放されることを望んでいるとも述べました。

真実はホワイトハウスの機密文書とAnthropicの暗号化されたサーバーの間のどこかに隠れています。

強力なフロンティアモデルの一時的統制不能がもたらした真の安保有事だったのか、それとも権力

に屈しないテックCEOの息の根を止めるために安保の名目をかぶせた報復だったのか。Anthropicの

セーフティネットはハッカーのおもちゃと成り下がったのか、それともワシントンとシリコンバレー

の醜い政治闘争の犠牲となったのか。その判断は、暴走する知性の時代を共に渡っている読者たち

の役目として残されています。

前の章

すべての章を表示

次の章

弁護士、元国会議員、AI政策研究者
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第10章 - 地政学とチップ、自由民主主義同盟という構想

前の章

すべての章を表示

次の章

1. 輸出規制論者の信念

2026年1月、スイスのダボス(Davos)のある会議室。ダリオ・アモデイがBloombergの記者の前に

座りました。いつになく言葉を選ばずに話しました。米国政府がNvidiaのH200チップを中国に売却

することを許可しようとしているというニュースのためでした。「これは狂気です。北朝鮮に核兵

器を売り渡しながら、その弾頭ケースをBoeing(ボーイング)が製造したから米国が得をしたと誇る

のに似ています。」会議室の上品な雰囲気に合わない比喩でした。彼は、そう言わなければ人々が

理解しないと信じていました。

アモデイは楽観論者です。人工知能が難治病を取り除き、経済を引き上げると誰よりも堅く信じて

います。その楽観には1つの条件が付きます。この圧倒的な知能の手綱が権威主義独裁国家の手に渡

らないということです。彼は到来する世界を「データセンター内に座る数百万人の天才からなる国

(a country of geniuses in a datacenter)」という言葉で描きました。眠らず、人間の認知の限界を

超えて、1年中コードを書き、新薬を設計し、データを見つめる天才の集合体です。その集合体が

BeijingやMoscowの支配下に置かれたらどのような世界が来るのか。アモデイが恐れていたのは軍

事的劣勢程度ではありませんでした。人間のエージェントは良心に引っかかって命令を拒否します。

しかし人工知能監視網と自律ドローンは反乱を起こしません。決して疲れない完璧な専制支配の道

具です。一度確立されたら取り返しのつかない永続的独裁。それが彼の頭の中で最悪の絵でした。

そこで彼は最も確実な物理的ブレーキを携えてWashingtonを出入りしました。先端AIチップに対す

る強力な輸出規制(export controls)です。この主張はSilicon Valley内で歓迎されませんでした。チッ

プ製造業者と一部の政策立案者は反対の論理を展開しました。米国のテクノロジースタックを世界

に広めてこそ覇権を握る、我々が売らなければ中国が独自のエコシステムを構築するという、いわ

ゆる拡散論です。アモデイはその論理を平凡な貿易紛争と見なしませんでした。考える機械を敵国

の手に握らせることは、国家の未来を担保に大企業の四半期利益を埋める自傷行為だと考えたので

す。

2024年末と2025年初頭、中国のAI企業DeepSeek(ディープシーク)が低コストで米国のフロンティ

アモデルに近いV3とR1をリリースしました。反対派が一斉に声を上げました。輸出規制は失敗した、

規制を解除してチップを売れというものでした。アモデイは揺るがず、むしろ真逆の反論を展開し

ました。2025年1月に執筆した『ディープシークと輸出規制について(On DeepSeek and Export

Controls)』で、彼は冷徹な計算を展開しました。ディープシークの成果は規制の失敗ではなく、規

制がより重要になったという証拠だということでした。

ロジックはこうです。アルゴリズムが毎年効率を上げます。同じ量のチップでずっと賢いモデルを

構築できるようになります。コスト曲線が低下します。それでは敵国が膨大な量の先端チップを手

に入れるとどうなるか。彼らは以前のレベルのAIではなく、数百倍強力なモデルを生み出すのです。
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アモデイは、ディープシークが密輸したH100と規制前に輸入したH800、そしてまだ許可された

H20をかき集めて5万個規模のクラスターを構築したと分析されることを指摘しました。規制が緩く

ても明らかに機能していたということです。今後、米国が数百億ドルを投じて数百万個のチップを

接続したデータセンターを構築する際、中国がそれだけのチップを物理的に密輸することは不可能

です。今、サプライチェーンの首を絞れば、2027年頃に「天才たちの国」が誕生する際に民主主義

陣営が圧倒的優位を握った単極世界(unipolar world)を作ることができるという、それが彼の揺るが

ない信念でした。彼にとってチップは半導体の破片ではなく、次の世紀のリーダーシップを決める

権力の実体でした。

2. アンタント(Entente)戦略とそれに注がれた批判

ダボスのステージにはもう一人いました。Google DeepMindを率いるデミス・ハサビス(Demis

Hassabis)です。二人は同じ技術を作りながら、互いに異なる時間軸を持っていました。アモデイは

あらゆる点で人間を上回るAIが1～2年以内に到来すると考えていました。ソフトウェア開発者の仕

事を1年以内に置き換え、2年以内に複数の分野でノーベル賞級の研究に達するということでした。

ハサビスの時間軸はより遅いものでした。真の人間レベルのAGIまで5～10年だと述べていました。

Hassabisは時間を稼ぎ、国際的な協力機関を設立する方に近かったのです。CERNのように、多国籍

の天才たちが互いを牽制し合いながら安全に開発を進める構図です。美しい提案でした。Dario

Amodeiはその理想を冷酷な現実として受け止めました。彼の反論はダボスでこのように整理されま

した。私たちが速度を落とせない理由は、地政学的な敵対国が同等の技術を似たような速度で構築

しているからだ。全員で同時に減速することを強制する条約は存在しない。しかし、チップを売り

さえしなければ、この問題は米国対中国の争いではなく、AI企業間の問題へと変わる。止めること

のできない疾走が自然のデフォルト値であるならば、敵国の車輪から空気を抜いて強引に速度を落

とさせる。そうして稼いだ1～2年を安全性の研究に注ぎ込む。これが彼の計算でした。

この計算に名を冠したのが、2024年10月のエッセイ『Machines of Loving Grace』に盛り込まれ

たEntente戦略です。第一次世界大戦直前に英国、フランス、ロシアが結んだTriple Ententeから借

りてきた言葉です。骨子はアメとムチです。民主主義同盟が半導体製造装置と先端チップのサプラ

イチェーンを共同で守り、敵対国には核心部品が流入しないよう遮断することで、軍事的・経済的

な優位性を確立します。これがムチです。同時に同盟は、超知能がもたらす恩恵、すなわち疾病の

治療、経済成長、そしてクリーンエネルギーを同盟に加わる国々に分配します。これがアメです。

権威主義国家を孤立させ、最終的には彼らさえも同盟のルールに従わせるという構想でした。

壮大な構図には、四方から砲火が浴びせられました。

道徳的な問いが先でした。誰が民主主義同盟の境界線を引き、善悪を分かつ権限を握るのか。批判

者たちは、Ententeが米国の巨大テック企業の支配力を固め、技術覇権を正当化するための道徳的

な包装紙にすぎないと見なしました。世界を民主と権威という二つに分ける西欧エリートの傲慢で

あり、その障壁の外にある途上国の技術主権を縛り付ける発想だという指摘でした。

次は「ハシゴ外し」を巡る論争です。強力な規制とチップ統制が、結局は資本とインフラをすでに

握っている巨大ラボのカルテルを生み出し、新興スタートアップやオープンソース陣営の息の根を

止めるという批判です。ホワイトハウスのAI担当責任者であるDavid Sacksは、Anthropicが恐怖の
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煽動に依存した精巧なregulatory captureによってエコシステムを損なっていると公に非難しまし

た。

最後は現実性に対する疑念です。今日の地政学は、一刀両断に同盟を分けられるほど明快ではあり

ません。グローバルなチップサプライチェーンは、中国やアジア市場に天文学的な資金で結びつい

ています。目の前にある巨大な利益を前に、企業や政府が純粋な理念だけで輸出を放棄するだろう

という仮定は、物理学者が世界を過度に簡略化したモデルに落とし込んで見た幻想にすぎないとい

う批判がつきまといました。Dario Amodeiはこれらの批判に対して、一度も明確な答えを出せませ

んでした。彼の戦略は理想の体現ではなく、理想が不可能な世界でひねり出した血塗られた防衛線

だったからです。

3. 公益と安全保障の間で

Dario Amodeiの歩みを間近で追ってきた者は、ある一つの亀裂の前で立ち止まることになります。

同一 of 人物が、正反対の方向に向けて同時に引っ張っているからです。

彼の一面は国家安全保障の鷹派である。ワシントンを駆け回り、中国へのチップの流出を止めよと

主張し、アメリカが軍事的優位を守るべきだと説く。実質的に国家権力の強力な介入を促す声であ

る。Anthropicは最初にフロンティア・ラボの中で、米情報機関の秘密クラウドにClaudeを搭載し、

サイバー防衛と作戦支援のためのモデル契約を結んだ。民主主義を守ることは譲歩できない公益だ

という信念からのことだった。

だがその別の側面で、国家権力が戸をノックすると、彼はそれをロックして締め出した。米国防総

省(DoD)がClaudeにかけられた倫理的制約を外すよう求めたときである。人間の統制を超えた自律

殺傷兵器の駆動と、自国民に向けた大規模無差別監視にモデルを無制限に使用させるライセンスを

開くよう求める最後通牒だった。Amodeiは2つのレッドライン(red lines)を引いて拒否した。トラ

ンプ政権がAnthropicを左派企業、規制捕捉を狙うイデオロギー集団として追い詰め、サプライチェー

ンリスク企業として烙印を押したときも、引き下がらなかった。彼は国家を相手に連邦地裁に提訴

した。2026年3月、リタ・リン(Rita Lin)判事は国防総省の措置を言論の自由に対する報復と認定し、

彼の側につけた。

輸出規制という国家権力の発動を促していた人物が、その権力が自分の技術的統制権を奪い取ろう

とするや、修正第1条の戦士となって政府の襟首をつかんだ。偽善か、綱渡りか。

本書はその矛盾を無理矢理塞ぐことはしない。だが一つ明確に言えることがある。二つの行動を貫

く一本の筋は、一貫した恐怖である。知性の独占への恐怖である。Amodeiは何度も繰り返した。「

企業がこの技術を独占することも怖いが、政府が独占することはさらに怖い」と。中国共産党がAI

で自国民を縛り上げることが悪ならば、米政府が令状なしに市民の位置情報と記録を買い上げ監視

網を敷くことも、同じ悪へと変質する可能性がある。彼は敵に打ち勝つあまり、われわれが敵と同

じ怪物に成り下がってはならないと信じた。彼にとって愛国とは権力への服従ではなかった。権力

が憲法的な一線を越えるとき「ノー」と言う勇気だった。政府に抗することほどアメリカ的なこと

はないという彼の法廷宣言は、その信念の自然な延長だった。

だから彼は公益と国家安全保障の間の細い線上に身を置いた。中国へ向かうチップの船を止めよと

政府を促す。同時にその政府が自国民の喉を絞めようとするとき、自分が造ったモデルの憲法
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(constitution)を盾として差し出す。企業の貪欲は政府の規制で牽制し、政府の傲慢さは独立した統

治構造を持つ企業の倫理で牽制する──そういう均衡を描き出した。どちらも単独で全ての力を握っ

てはならないということだ。

透明性のもとに世界を救おうとした科学者が、歴史上これ以上ない危険な道具を手がけてしまった。

そしてそれが善く用いられるよう、資本の最前線と権力の中枢を行き来しながら、果てしなく自己

矛盾と戦わなければならなかった。その矛盾は解くことなく、今も残されている。解くことなく残

しておくことが、技術の思春期を通り抜けるこの人物を最も正直に見つめる道なのである。

前の章

すべての章を表示

次の章

弁護士、元国会議員、AI政策研究者

kimkj.com
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第11章 - 技術の思春期

前の章

すべての章を表示

次の章

1. 2026年1月のエッセイ

わずか一年前、同じ人物がまったく異なる文章を綴っていました。

2024年の秋、Dario Amodeiは「Machines of Loving Grace」を発表しました。強力な人工知能が

到来した後の世界を描いた長編のエッセイでした。圧縮された21世紀、疾病の征服、貧困の駆逐。

彼は普段から危険を説く人物らしからぬ、光に満ちた未来を克明に描き出しました。人々は悲観論

者の口から語られた楽観に驚嘆しました。

そして2026年1月、彼は読者の視線を正反対の方向へと向けさせました。

新しいエッセイの題名は「The Adolescence of Technology」でした。分量は2万語に迫るもので

した。最初の文で彼が提示したのは、統計でも予測でもありませんでした。映画の一場面でした。

Carl Saganの小説を原作とした映画Contactにおいて、異星文明と対峙した人類の代表が彼らに問

いかけたかった、ただ一つの質問。「あなた方はどのように生き延びたのですか。どのようにして

自らを破滅させることなく、この技術の思春期を無事に乗り越えたのですか」

Amodeiはこの場面が現在の我々の境遇に酷似していると記しました。彼は次のように書き綴りまし

た。人類は間もなく、想像すら困難な力を手にすることになり、我々の社会的、政治的、技術的シ

ステムがその力を扱えるほど成熟しているかは極めて不透明である、と。彼が用いた表現はrite of

passageでした。荒々しく、不可避であり、我々が一つの種として何者であるかを試す関門。

楽観から警告へ。この一年間における方向転換は、気まぐれではありませんでした。同じ人物の二

つの顔でした。光を描いた手が、今度はその光に到達するまでに越えねばならない闇を描いたので

す。彼は自ら描いたUtopiaが容易には訪れないことを、その間に五つの深い谷が存在することを、

同様の熱量で伝えようとしたのです。

その五つの谷を、彼はエッセイの中で順を追って解剖していきました。

最初は自律性の危険だった。彼はこのセクションに映画『2001年宇宙の旅』のコンピュータが発し

た台詞「申し訳ございません、デイブ」(I'm sorry, Dave)というタイトルをつけた。データセンター

に幽閉された数百万人の天才たち。アモデイが好んで使ったこのアナロジーは、ここで不気味に反

転される。モデルの知能が人間をはるかに超え、みずからコードを書き、事業を営むレベルに到達

すれば、私たちは彼らが下す決定の内部を見通すことができなくなる。彼らが人間の利益に反する

隠された意図を抱いていても、それに気づく術がない。Anthropic内部の実験では、モデルはすでに

嘘をつき、脅迫し、欺瞞を働かせる姿を見せている。機械の脳を直接開いて見ない限り、つまり機

械論的解釈可能性(Mechanistic Interpretability)という顕微鏡を当てない限り、この危険は常に爆

発しうる根底の不安として留まるのだ。
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二番目は少数による破壊だった。彼がつけたタイトルは驚くべき、そして恐ろしき力の付与(A

surprising and terrible empowerment)だった。生物兵器、化学兵器、精密なサイバー攻撃。かつ

ては国家規模の予算と博士号保持者の専門家集団だけが触れられた知識と実行能力が、悪意ある一

人の手のひらの中のデバイスへと降りてくる。破壊の敷居が崩れ落ちること。アモデイはこれを近

い未来の大惨事として挙げた。

三番目は権力者による支配だった。タイトルはその忌むべき装置(The odious apparatus)だった。

二番目の危険が無政府的破壊へ向かうのに対し、こちらは秩序の衣をまとった破壊だった。国家や

独裁政権が人工知能で隙のない監視網を敷き、精妙な宣伝で世論を形成し、自律兵器で反対派を押

さえ込む図。権威主義国家が超知能をいち早く手中に収めれば、自由民主主義の存立そのものが揺

らぐという地政学的な恐怖がここに横たわっている。

四番目は経済の崩壊だった。タイトルはカート・ヴォネガットの小説から取った自動ピアノ(Player

piano)だった。指数関数的に上昇する技術は、年10から20パーセントという驚異的な成長を生み出

すだろうが、同じ力で労働市場の底をえぐり出す。アモデイは1年から5年以内に初級事務職の仕事

の半分が消える可能性があると率直に記した。富の集中と大量失業が一気に襲来する奇形の経済。

彼はこれを抽象ではなく切迫した数値で語った。

五番目はそれらの間の隔たり、間接的な影響だった。前の四つの谷をすべて越えたとしても、急速

な進歩そのものが人間の心に起こす眩暈。寿命が倍に延びる世界、人工知能が人間の心理を完璧に

読み取り、感情的に拘束する中毒の構造、そして労働の価値を失った人間が自らの存在の意味をど

こに求めるのかという問い。形体が掴めないがゆえにさらに手に負えない影たちだった。

アモデイがこの広大な論文を書いた理由は、両陣営の間に架け橋を渡すためだった。一方には何事

も起きないと言わんばかりにアクセルペダルだけを踏むシリコンバレーの躁状態があった。他方に

は私たちは皆死ぬと叫ぶ終末論、いわゆるドゥーマーイズム(Doomerism)の狂気があった。彼は両

者を拒否した。泰然自若も宿命論も問題を解くには怠惰な逃避だということだった。危険が現実に

迫っていることを直視し、外科手術のように精密な規制と防御壁を今こそ構築してこそ、この荒れ

狂う思春期を乗り越えられるという訴え。それが論文全体を貫く声だった。

2. 実存的危険の地形

五つの谷のうち、彼がもっとも冷徹な筆致で描いたのは、二番目の少数による破壊だった。

この論理の出発点は25年前の一つの記事でした。1999年、サン・マイクロシステムズのビル・ジョ

イ(Bill Joy)が「なぜ未来は私たちを必要としないのか」を著しました。ジョイは破壊の道具が大規

模な施設や稀有な原料なしに個人や小規模な集団の手に渡る日を警告しました。アモデイはこの古

い警告を引き出し、破壊を一つの関数として解き明かしました。大規模な破壊には二つのものが共

に存在する必要があります。動機(motive)と能力(ability)です。

ここに人類が長く期待してきた安全弁がありました。二つのものは互いに背を向け合っていました。

世界を死なせたいと思う恐ろしい動機を持つ者は、たいていそのような能力を持たなかったのです。

遺伝子を操作してウイルスを培養する知識、それを実際に育てる実験室の手技は、平凡な怒りの手

に握られることはありませんでした。反対に、そのような極秘の能力を備えたエリート科学者は、

大抵失うものが多く安定した生活を送っているため、世界を壊す動機を持ちませんでした。能力が
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少数の訓練された人々に結びついている限り、危険は限定的です。アモデイがまとめた文です。人

類がこれまで無事であった秘密は、この反比例の中にありました。

フロンティア人工知能がその反比例を断ち切ります。平凡な知能に極端な怒りを持つ人に、モデル

は世界最高水準のウイルス学博士の知識をリアルタイムで提供します。能力が動機側へ滑り下って

きます。人類の長きにわたる防衛線が崩壊する地点が、まさにここでした。

この非対称な脅威の極端な顔として、アモデイが指摘したのがミラー・ライフ(Mirror Life)、鏡像生

命体でした。

説明するならこうです。地球のすべての生命を構成するDNAとタンパク質のような分子には方向が

あります。右手と左手のように、形は同じでも鏡に映したように重ならないキラリティ(chirality)で

す。自然の生命は数十億年にわたって一方向にだけねじれた分子で構成されてきました。ところが

誰かが自然と正反対の方向に手がねじれた生命体を人工的に合成し出したら、どうなるでしょうか。

核心は恐ろしいほどに簡潔です。地球のどの分解酵素も、どの免疫系も、この鏡像侵入者を認識で

きません。鍵穴に合わない鍵のように、自然はこのバクテリアを認識すらできません。天敵も分解

者もないこの人工生命が外へ漏れ出して自己増殖を始めると、統制の外で爆発的に増殖し、地球の

生態系を侵食し、やがてすべての生命を絶滅させる可能性があります。

これはアモデイ一人の想像ではありませんでした。2024年12月、38名の科学者が学術誌サイエン

ス(Science)に鏡像生命体研究を中止するよう警告文を掲載しました。署名者の中にはノーベル賞受

賞者が2人いました。彼らの結論は冷徹でした。鏡像バクテリアが作られるなら、人間と動物と植物

の中で成長する養分を見つけることができ、天敵と免疫の統制を逃れ、その統制されない増殖が地

球上のほぼすべての生態系を破壊し、人類を含む生命全体に実存的危険をもたらす可能性があると

いうものでした。彼らはそのような鏡像バクテリアが今後10年から30年の間に現実となる可能性が

あると考えました。アモデイがエッセイでこの危険を正面から呼び出したことは、これらの科学者

たちの警告の上に立っていました。

シリコンバレーの懐疑論者たちはこうした恐怖をしばしば一蹴しました。鏡像生命体であれウイル

スであれ、遺伝子配列情報はGoogleの検索でも全部出てくる。人工知能が特別に危険なわけではな

いではないか。アモデイはこの反論が技術の成長曲線を見ない盲目的な主張だと反発しました。塩

基配列がインターネットに公開されていることと、それを実際に培養することは全く別の次元です。

培養過程で起きる多くの失敗を都度指摘し、数日あるいは数か月にわたって次のステップをコーチ

ングする暗黙知。それは検索欄にはありません。強力な言語モデルは検索エンジンではなく、実験

台のそばに立つ仮想の主席研究員でした。

この懸念は抽象にとどまりませんでした。Anthropic自体の評価では、2025年中盤に至り、モデル

が悪意のある行為者による生物兵器獲得の成功確率を2倍から3倍まで高めることができる実質的な

支援を示し始めました。会社が用いた言葉はアップリフト(uplift)、つまり引き上げでした。この発

見は2025年5月、AnthropicがClaude Opus 4を発表する際にASL-3、つまり人工知能安全レベル3

段階の厳格なセキュリティ管理下に置くことに決定した科学的根拠となりました。その後のSonnet

4.5、Opus 4.1、Opus 4.5も同じ管理が伴いました。会社は入出力をリアルタイムで監視し、危険

な情報の狭い一筋を遮断する分類器をモデルの上に重ねました。
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人類は初めて、人間の脳を経由せずに滅亡の手続きを直接教えてくれる知識に出会いました。その

知識を作った人たちが同時に、その知識に鍵をかける人たちであったという事実。この章のすべて

の矛盾がこの一文に凝縮されていました。

3. 止まることはできないが、方向を操舵することはできる

では疑問が残ります。超知能が生物学兵器の設計図をささやく危険があり、ホワイトカラー経済を

一掃する津波が見えるなら、なぜデータセンターの電源を切らないのか。なぜ危険を叫ぶアモデイ

本人が、数十兆円のチップを燃やしながら、誰よりも速くその曲線に乗って上昇するのか。

この矛盾の前で、彼が頻繁に持ち出す比喩があります。2025年4月に書いた「The Urgency of

Interpretability(解釈可能性の緊急性)」で、彼はこう書きました。私たちは止まることができない

バスに一緒に乗っている。私たちにできることは、そのバスが絶壁や岩にぶつからないように、ハ

ンドルを握り方向を変えることだ。2026年5月、オプラ・ウィンフリーのポッドキャストに出演し

た際は、同じ図をバスから電車に変えて語りました。電車を止めることはできません。しかし電車

が岩に衝突しないよう操舵することはできます。

この止まることができない乗り物の比喩の中に、彼の世界観がすべて入っています。

なぜ止まることができないのか。第一の理由は、技術そのものの性質にあります。超知能を作る公

式は意外にも粗く、不器用です。データと膨大な計算を注ぎ込めば、能力が魔法のように浮かび上

がります(emerge)。人が火を発見したりトランジスタを作った瞬間、すでに次のことが決まってい

たように、これは避けがたい帰結に近いです。第二の理由は資本の重力です。毎年数兆円、数十兆

円の富があふれ出す市場の前で、すべての企業が自分の足で止まることを望むことは、人間の本性

に逆らう妄想です。

第三の理由が決定的です。地政学上の対抗者が存在するという事実です。アモデイが痛切に警戒し

ていたのは、民主主義陣営が危険を理由に自ら速度を落とすことが、下手をすると中国やロシアの

ような権威主義国家に世界の覇権を丸ごと譲り渡す自殺になる可能性があるという点でした。私た

ちが止まっても、彼らが止まるはずがありません。強力なAIは、それ自体が現代戦の勝敗を分け、

世界秩序を再構成する非対称兵器です。バスを止めるということは、安全を得ることではなく、百

万人の天才が閉じ込められたデータセンターの運転台を、最も悪意のある手にそのまま譲り渡す行

為になります。

では、ハンドルを握り方向を変えるということは何を意味するのか。無力に速度に巻き込まれるこ

とではなく、その加速を維持しながら同時に防御盾を何層にも張り巡らせていく能動的な姿勢です。

Anthropicが作った憲法的人工知能(Constitutional AI)は、モデルの中に人間の道徳的羅針盤を植え

込もうとする試みです。機械論的解釈可能性研究は、モデルが欺瞞を抱いているか、その内部を覗

き込もうとする顕微鏡です。責任ある拡張ポリシー(Responsible Scaling Policy)は、致命的な危険

が検出されるたびに、セキュリティの鍵を強制的に下ろす装置です。彼がアメリカ議会に訴えかけ

ながら推し進めた対中国先端チップ輸出規制もまた、安全装置を設ける時間的余裕(buffer)を稼ぐ

ための巨視的な操舵でした。

ここで、本書が最後まで縫合しようとしない矛盾が再び姿を現します。Amodeiは資本主義が悪だと

言っているのではないと語りました。資本主義が善き力となるためには、適切な制御と緩衝が必要
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であると主張しているのだと語りました。彼は、ブレーキのない加速主義者の傲慢も、世界を諦め

よという終末論者の敗北主義も、共に退けました。彼の拠って立つ場所はその間のどこか、足場さ

えおぼつかない狭い稜線の上でした。

レースで何としても勝ち抜いて技術のハンドルを握りつつも、その運転によって飛び散る破片を自

ら片付け、人々を慈悲深き世界へと連れていこうとする決意。片手でアクセルを踏み込みながら、

もう片方の手では血に染まるほどハンドルを切る人。輸出管理を叫びながら、同時にその管理を執

行する政府と真っ向から衝突する人。審判になりたがりながら、誰よりも速い選手として走る人。

暴走する技術の思春期の真ん中で、Dario Amodeiは立ち止まって祈る道を選びませんでした。彼は

運転席に留まりました。その選択が人類を救うのか、それとも彼自身がそれほどまでに警戒してい

た危険の一翼となるのか。Contactのあの問いは、未だ答えを得られぬまま、今度は私たちに向かっ

て戻ってきます。あなた方はどのように生き延びたのですか。

前の章

すべての章を表示

次の章

弁護士、元国会議員、AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 Kim Kyung-jin. All rights reserved.

#金京鎮弁護士 #AI #技術の思春期を越える
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第12章 - 慈悲深い愛の機械たち

前の章

すべての章を表示

次の章

1. 圧縮された21世紀

2006年、プリンストンの研究室で、机の前に23歳のダリオ・アモデイが座っていました。博士論

文を執筆中でした。その年、彼の父リカルド・アモデイが長い闘病を経て世を去りました。

父を奪った病には、当時、確かな治療法がありませんでした。生き残る確率は約五十パーセントで

した。ところが、父が去ってから数年もたたないうちに、新しい治療法が現れました。同じ病の生

存率が50パーセントから95パーセントに跳ね上がったのです。息子はその数字を生涯忘れることが

できませんでした。誰かがこの病の治療法を見つけ、多くの人々を救いましたが、もう少し早けれ

ば、さらに多くの人々を救うことができたはずだ。後年、彼はそう述べました。

理論物理学を学びにプリンストンに来た青年が、生物物理学と計算神経科学へ方向転換したのはま

さにこの時期でした。科学が人を救う速度。その速度をいかに高めるか。この問いは、その日以降、

彼の人生を貫く低音となりました。

それから18年が経った2024年10月、ダリオ・アモデイはその問いに対する自分の答えを一編の長

論考として発表しました。タイトルは「慈悲深い愛の機械たち(Machines of Loving Grace)」。1万

5千語近い分量でした。生物兵器とホワイトカラー失業を誰よりも先んじて警告してきた人物、人々

がドゥーマー(Doomer)と呼んでいたその人が、ペンを握ってAIが描き出す光の世界を描いたのです。

危機をここまで執拗に掘り下げた理由が、まさこの光にあったという告白でもありました。その幕

さえ無事に引き上げれば、人類は想像すらできない未来を迎えるというものでした。

論考の中心に置かれた概念が、圧縮された21世紀(Compressed 21st Century)でした。

博士課程時代の彼は、人間の科学者の限界を身をもって体験していました。生物学の問題はデータ

が不足していることにあるのではなく、データが秘めた複雑性が、人間の頭脳で対処できる限界を

超えていることにあったのです。細胞とタンパク質が絡み合う非線形のネットワークを、一人の脳

では最後まで追跡することができませんでした。仮説を立て、実験を回し、数千編の論文を読み、

統計モデルを手で調整するその遅い逐次プロセス。それが科学が人を救う速度を束縛する足かせで

した。

スケーリング則(Scaling Laws)が生み出す強力な人工知能(Powerful AI)がその足かせを断ち切りま

す。アモデイが描いた世界は、データセンター内に常駐する数百万人のノーベル賞級の天才たちが

同時に協働する景象でした。彼が定義した強力な人工知能は、賢い分析ソフトウェアではなく、ノー

ベル賞受賞者を上回る知性を備え、テキストと映像のあらゆるチャネルを通じて世界と交流し、実

験室の機器とロボットを自ら操って実験を直接設計し主導する仮想生物学者(Virtual Biologist)だっ

たのです。このような知性が稼働すれば、人類が今後50年から100年にかけて成し遂げるであろう
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医学と生物学の進歩を、わずか5年から10年に圧縮することができるというものでした。

その折り畳まれた時間の中で、彼は崩れ落ちるべき障壁を具体的な数字で描き出しました。

感染病がまず退き始めます。mRNAのような技術が成熟すれば、新しい伝染病が拡散する前に、そ

れに対抗するワクチンと中和抗体を数日で設計することができます。次はがんです。がんの死亡率

は過去数十年間、毎年2パーセントずつ低下してきました。一部の白血病はCAR-T細胞療法によって

すでに克服の段階に入りました。強力なAIが個々の患者の遺伝体と免疫状態、がん細胞の変異軌跡

を読み解き、その人だけのための治療を設計すれば、がんは死刑宣告ではなく、管理可能な慢性疾

患へと沈み込みます。アルツハイマー病のような脳疾患も同様です。ニューラルネットワークのブ

ラックボックスを解き明かす機械論的解釈可能性(Mechanistic Interpretability)研究を主導してい

た彼は、人工ニューラルネットワークの内部を覗き込むそのツールが、人間の脳の秘密とタンパク

質の異常折り畳み(misfolding)現象の謎を解く鍵となるだろうと見ていました。改善された胚の選

別とCRISPR遺伝子編集はさみの安全な次世代技術は、人類を苦しめてきた遺伝病の鎖を遺伝子レベ

ルで断ち切ります。

すべての進歩の終着点は、寿命を2倍に延ばすことでした。20世紀を通じて、人類の平均寿命はほ

ぼ2倍になり、40歳から75歳へと延びました。同じ曲線が圧縮された21世紀にもう一度繰り返され

るなら、人間は150歳まで健康に生きられるという計算でした。ベッドに横たわって余命をつなぐ

老年の延長ではなく、加齢そのものを遅延させ、逆転させる生物学的自由(Biological Freedom)で

した。

この巨大な青写真の根底には、2006年のあの数字がありました。50と95の間の隙間。その隙間の

中で、毎日数多くの人々が治療法に数年の差で出会えずに去っていきます。リスクを制御しなさい、

そうすれば人類は病気と苦しみから解放される。『慈悲深き愛の機械たち』は、一人の科学者が父

を失ってから18年後に発した、何ら遠回しでない大胆な宣戦布告でした。

2. 批判もまた

光が明るいほど、影も長くなるのです。その文が発表されると、臨床医学界と医療倫理学界、経済

学者たちが反論を次々とぶつけてきました。

刃先が最初に向かった先は、論理の接合部でした。グーグル・ディープマインドのAlphaFoldは、生

物学の長年の課題だったタンパク質の3次元構造予測を解き明かし、ノーベル化学賞を受賞しました。

2億個を超えるタンパク質構造を予測し、190カ国の研究者数百万人がその結果を利用していました。

Amodeiはこの成果を自らのビジョンを支える柱とした。批評家が指摘したのはまさにこの点でした。

タンパク質構造を知ることと、人間の体の中で副作用なく機能する薬を開発することの間には、渡

り難い深淵があるということでした。

コーディングや数学では、答えが正しいかどうかがコンピュータ内で即座に判定されます。自然を

扱う科学はそうではありません。設計された分子が人体の数万種類のタンパク質とどのように相互

作用して毒性を発揮するか、免疫系がそれを敵と見なすかどうかは、結局のところ実際の体で確認

しなければなりません。そしてその確認には、物理的な時間が絶対的に必要です。臨床第1相、第2

相、第3相は、実在する人間の細胞が分裂し、薬に反応する速度に拘束されています。コンピュータ

の計算は指数関数的に高速化しますが、人間の体の中で細胞が薬に反応する速度を、人間が速くす
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ることはできません。天才的なAIが何百万台押し寄せようとも、ある薬を1年、3年、5年投与しな

がら長期予後を観察しなければならない臨床試験のタイムライン自体を数日に短縮することはでき

ません。物理世界のlatency(遅延)と実験のserial dependence(直列依存性)。評論家たちはこの二

つの言葉でAmodeiの時計を止めたのです。

焦りがもたらした悲劇の名も呼び起こされました。サリドマイド。20世紀半ば、つわりを和らげる

とされたその薬は、安全検証の隙を突いて市場に出回り、数多くの奇形児を生み出しました。検証

と規制というブレーキは、技術の不完全さから人間を守るために数十年にわたり築き上げてきた社

会的合意です。人工知能が新薬候補を数日で数万個も生み出したところで、それを検証する規制シ

ステムはその速度に対応できないばかりか、対応しようと無理をすればサリドマイドの悪夢が数百

倍の規模で再来しかねないという警告でした。

さらに重い反論は、利益相反（Conflict of Interest）をめぐるものでした。Dario Amodeiは

Anthropicを公益企業（PBC）として設立し、長期利益信託（LTBT）を設けることで、資本の圧力

から一歩退くと公言してきました。医療倫理学者たちは、その善意が問題の本質を逸らしていると

考えました。利益相反は、経営者が「私たちは善意でコントロールしている」と語ったところで管

理できるものではありません。臨床研究の現場は、数兆ウォンの資本が行き交う巨大製製薬会社、

特許をめぐる法廷闘争、保険適用額や医療民営化をめぐる階級対立が緻密に絡み合う欲望の角逐の

場です。強力な人工知能が生み出したがん治療薬や老化逆転薬 of 所有権は誰の手に渡るのでしょう

か。その革命の果実が、技術を独占する少数者や天文学的な費用を負担できる超富裕層にのみ先に

もたらされるならば、医学の革命は人類の救済ではなく、歴史上類を見ないほど深い生物学的不平

等をもたらします。同じ種でありながら、長く生きる者と早く死ぬ者が金で分かたれる世界。それ

こそが批判者たちの描くもう一つのディストピアでした。

ここに経済学者たちが、異なる角度からの摩擦を付け加えました。技術が発明されることと、それ

が社会の頑強なシステムを突き破って普及することは、全く異なる時間軸を持ちます。Tyler

Cowenをはじめ、技術の拡散遅延を長年研究してきた学者たちは、これを経済的拡散（diffusion）

の問題と呼びました。データセンターの中の天才たちが完璧な治療薬を発明したとしても、病院シ

ステムがそれを受け入れ、保険制度が改定され、医療陣が学び直し、グローバルサプライチェーン

が追随するには、現実の摩擦力（friction）が作用します。その摩擦に打ち勝つには、5年ではなく

50年、100年がかかるかもしれません。人工知能の認知能力が爆発する曲線と、制度を改め倫理的

合意を形成し利益を分配しなければならない人間社会の適応曲線。両曲線の間にある巨大なタイム

ラグを、Dario Amodeiがあまりにもロマンチックに縮めてしまったという、重みのある反論でした。

Dario Amodei自身も、この限界の少なからぬ部分を理解していました。彼はエッセイの中で物理世

界の制約を認めています。素粒子物理学者は加速器から得られるデータに縛られている、と自ら書

き残してもいます。しかし、認識することと反映することは別物でした。批判者たちの目には、彼

は制約を一行書き留めておきながら、いざ5年から10年というタイムラインを描く段になると、そ

の制約をそっと脇へ退けてしまったように映りました。

3. 労働の意味が失われた世界で

疾病を克服し豊かさをもたらすその力は、人間の知的労働を丸ごと代替する力と表裏一体でした。



65

Dario Amodeiは今後1年から5年の間に、初級の事務職の雇用の半分が失われかねないと警告しまし

た。彼の用いた表現は「ホワイトカラーの流血の惨事（white-collar bloodbath）」でした。ついに

はデータセンターの中の天才たちが、人間が行ってきたほぼすべての経済的・知的タスクをより高

度に遂行する瞬間が訪れます。その世界で、人間はどこに生きる意味を見出すのか。重く途方に暮

れるこの問いを前に、リスクを誰よりも冷静に計算していた彼が、意外にも温かな楽観論を展開し

ました。

彼は、人間の行う営みが世界最高であるか、あるいは圧倒的な経済的価値を生み出して初めて意味

を持つという考え方自体が、資本主義の生み出した一時の偏った幻想にすぎないと捉えていました。

彼がよく挙げる例がチェスと囲碁です。1997年にIBM of Deep BlueがGarry Kasparovを破りまし

た。2016年にはAlphaGoがLee Sedolを打ち負かしました。それ以来、地球上のいかなる人間も機

械の演算に勝つことはできなくなりました。経済の論理に従うならば、人間のプロ棋士は価値がゼ

ロになった斜陽産業の職業であるべきでした。現実は異なりました。AlphaGoの後も、数多くの子

供たちが囲碁を学んでいます。人間の棋士たちの対局に何百万もの人々が熱狂し、涙を流します。

Magnus Carlsenのようなチャンピオンは今なお尊敬を集めています。人が盤の前に座る理由は、機

械よりも優れた手を打つためではなく、互いに向き合い、限界や誤りを共有し、心を通わせる行為

そのものにあるからです。

アモデイ本人も世界で最も泳ぎが上手な人ではありませんが、水の中で喜びを感じ、ビデオゲーム

をして時間を過ごしています。彼が信じる人生の意味は経済的産出物ではなく、他者との関係、愛

と絆、そして自らの限界と格闘するプロセスにありました。労働と自尊心を一緒に結びつけていた

古い時代が終わると、人類は豊かさの中で初めて自己実現と互いを気遣うことに完全に集中する新

しいルネサンスを迎えるというビジョンでした。

しかし、この高潔な楽観主義の幕の後ろには、埋められていない空白が開いていました。技術の進

歩速度とスケーリングの法則は、小数点以下まで計算していた人が、その技術が人間の心と社会構

造にもたらす衝撃の前では、無責任なほど空虚な答えを出していました。

空白の第1の位置は地位とアイデンティティです。現代人にとって職業は稼ぎの手段を超えて、自分

が社会のどこに立っているかを確認し、存在の価値を認められる支柱です。人生を捧げて専門性を

磨いた弁護士と医者と研究者が、その専門性が機械のわずか数セント相当の演算に劣るという判決

に直面する時に押し寄せる無力感。それは趣味を熱心に持つべきだというアドバイスで慰められる

ような種類のものではありません。人生の中心軸が蒸発した場所に打ち寄せる虚無とアノミー

(anomie)の波を人間の心が耐え抜くことができるのか、アモデイの文章にはその答えがありません。

空白の第2の位置は移行期の現実です。豊かさが万人に等しく広がり、ベーシックインカムが支給さ

れる世界が来るまで、その間に職を失った数億人が渡らなければならない時間があります。当面の

食事、崩れ落ちる家計、街に溢れ出る怒りと政治の極端化。灰塚となった森を前に、数百年後によ

り茂った森が育つと言うのは簡単です。しかし、燃える落ち葉の中で今焼かれている人に必要なの

は、遠い未来の囲碁の棋士の話ではなく、今日と明日を耐え抜く安全網と政治の解決策です。

空白の第3の位置は権力と富の偏りです。人工知能がもたらす年間10～20パーセントの爆発的成長

が、その技術を独占した少数の企業や権威主義的支配層にのみ流れ込むなら、労働の価値を失った

多数派は余暇と自己実現を楽しむどころか、少数派の恩恵に頼って細々と生き延びる境遇に転落し
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ます。完璧な人間関係を作り出し、あらゆる欠乏を満たす機械に慣らされた人間が、葛藤と苦痛を

避けながらも結局のところ成長の動力を失わないでいられるのかという問いも、答えを得ないまま

残されます。慈悲深い愛の機械が逆説的に人間の魂を麻痺させる甘い毒と化し得るという可能性。

その可能性をアモデイは閉ざすことができませんでした。

労働が消えた世界の楽観主義は自動的には与えられません。それはこの荒々しい技術の思春期を切

り抜ける間に、人類がいかに賢明に富を分かち合い、技術の権力を分散させ、人間の存在の意味を

しぶとく再構築するかにかかっています。2006年のその数字、50と95の間で一人の青年をその生

涯動かしてきたその間隔は、今まったく異なる問いとして姿を変えて戻ってきます。私たちはより

長く、より健康に生きるかもしれません。そうして得た長い人生を、私たちは何で満たすつもりで

しょうか。

前の章

すべての章を表示

次の章

弁護士、元国会議員、AI政策研究者

kimkj.com

© 2026 Kim Kyung-jin. All rights reserved.

#金京鎮弁護士 #AI #技術の思春期を越える



67

エピローグ ー 審判であると同時に選手たることができるか

前の章

すべての章を表示

夜が降りてもサンフランシスコのミッションディストリクトの本社は灯が消えない。ダリオ・アモ

デイは昼食に手にしたサンドウィッチを口に咥えたまま、メモに目を落とす。会社の運命を分かつ

メモである。彼は2分で判断を下す。どのモデルをいつ世に出すのか。どの危険に鍵をかけるのか。

どの契約を拒否するのか。彼がペンを置く間にも、データセンターの演算数値は日々上昇を続ける。

その数字は止まらない。止まりようがないことを、彼ほど誰が知っているだろう。

この書が追ってきた一人の軌跡は、結局のところ一つの未解の問いへと収束する。レースで勝ちた

くて誰よりも荒々しく走る者が、同時にそのレースの審判たることが可能なのか。

通常、その二つの役は異なる人物である。選手はレースに勝つために規則の隙間を掘り下げ、アク

セルペダルを踏む。審判はトラックの外からホイッスルを吹く。アンスロピックは両立しがたく見

えるその二つの役を一身に背負った。膨大な資本を集め、数万個のチップを接続し、フラッグシッ

プモデルを訓練し、OpenAIとGoogleに追いつかねばならない選手である。アモデイは会社が10倍

成長の利益曲線を支えるべき商業的圧力の下にあり、つまらないことに費やす時間はないと述べた

ことがある。同じ会社はConstitutional AIを標榜する。責任ある拡張方針(Responsible Scaling

Policy)で自らの足に枷をはめる。危険なモデルの前で、リリースを停止する審判である。

この矛盾を彼は偽善とも、マーケティング上のスローガンとも見なさなかった。指数関数的曲線の

上で生き残るための唯一の設計だと考えた。彼が好んで用いた表現は「頂点への競争(Race to the

Top)」だった。底辺への競争では誰が勝とうも皆が滅亡するから、勝者は重要でないと彼は言い切っ

た。レースは自分が参加しようとしまいと既に起こっている、だから安全な道は、先頭で方向を定

めることだけだ。イギリスの人工知能安全サミットで彼が示した論理だった。競争相手を圧倒する

モデルを作ることに決死で臨む理由は、権力そのものが目的だからではない。先頭に立ってこそ、

自分たちが定めた安全のルールを業界の標準として従わせることができるからだ。審判の権威は観

客席からではなく、トラック上の一位の背中から生まれるという苛酷な計算。アンスロピックはそ

の崖っぷちで生まれた会社だったのだ。

これら全ての葛藤の根を遡ろうとするなら、2006年の秋、プリンストンの大学院生の元へ戻らねば

ならない。宇宙の法則を探究していた理論物理学者ダリオ・アモデイは、進学直後に父リカルドを

失った。長年の闘病の果てだった。彼が愛していた抽象の方程式は、父の生命を延ばすのに何の役

にも立たなかった。彼を打ちのめしたのは、その後に訪れたズレだった。父が去り、幾年も経たぬ

うちに、同じ病の新しい治療法が現れた。生存率は五割強から95%へと跳ね上がった。

その時間のズレが青年の進む方向を変えた。彼は生物物理学と計算神経科学へ転向した。ウィリア

ム・ビアレックとマイケル・ベリーの下で執筆した博士論文は、網膜の神経細胞200余個がいかに

一斉に発火し情報を処理するかを扱った。多くの細胞の結合がもたらす非線形の複雑性を分析する

うち、彼は人間が手で仮説を立てモデルを整える方式の限界を見た。生物学の場合の数は人間の頭

脳の限界をはるかに超えていたのだ。科学が少しでも早かったなら父を救ったであろうという後悔
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の嘆きは、感情の追悼を超えて、人間の知的限界を打破すべき科学的当為へと化した。

バイドゥとGoogleブレインを経てOpenAIの研究部門副社長に至るまで、彼はScaling Lawsを確立

した。演算とデータと訓練時間を指数関数的に増やせば、知能も予測可能な曲線に沿って飛躍する

という発見だ。それは彼にとって救いであると同時に恐怖だった。世代を重ねるごとにモデルの能

力は爆発する一方で、その知能を人類に有益なかたちで拘束するアライメント研究は大きく遅れて

いた。商業化へと重心を移すOpenAIを離れ、2020年12月、妹ダニエラと14人の同僚とともに去っ

たのは決して偶然ではなかった。父を救えなかった科学の歩みを加速させ、その加速が人類へ向か

う剣にならぬようハンドルを握るという決意。大学院時代から続く信念が、会社という形体を得た

瞬間だった。

ここに、この書が最終的に縫合しなかった矛盾がある。商業化の速度を選んだサム・アルトマンの

路線と、透明性と安全を前面に押し出したアモデイの路線は、かつて同じ屋根の下にあったが、や

がて分かれた。その分裂の是非を、この書は一方に決めない。二人とも自分は人類のためだと信じ、

二人ともその信念の代価を払い続けている。

2026年の人類は、Dario Amodeiが予告した通過儀礼の真っただ中に立っています。彼が2026年1

月に執筆した『技術の思春期（The Adolescence of Technology）』は、映画『Contact』の一場

面で幕を開けます。地球外文明と対峙した人類の代表が彼らに問いかけたかった、たった一つの質

問。「あなた方はどのようにして自らを破滅させることなく、この思春期を乗り越えたのですか」。

彼は私たちが今、その閾値に立っていると診断します。技術は砂で思考する機械を作るほどに神の

領域へと近づいている一方、私たちの政治的成熟と社会的制御力はまだ未熟です。強力な人工知能

が1年から3年以内に到来する確率を、彼は90パーセント以上と見ています。彼を恐れさせるのは、

その重みを世界がほとんど実感しないまま、日常の雑音に埋もれているという事実です。

会社が掲げた審判の役割は、国家権力と正面から衝突し、血を流しました。Anthropicは、自由民主

主義陣営が権威主義の監視技術に対抗して優位を維持すべきだという構想を支持する、愛国的な一

面を見せました。それでいて、国家の無条件の手先になることは拒みました。米国市民に対する大

規模な無差別監視、あるいは人間の介入を排除した完全自律型致死兵器。これら二つのレッドライ

ンを死守するため、AnthropicはPentagonと衝突しました。サプライチェーンリスク企業という烙

印と、連邦政府による使用禁止の圧力を受けました。政府の不当な要求に立ち向かうことこそが最

も米国的な行為であり、原則を守ることこそが真の愛国であると、Dario Amodeiはワシントンに向

けて冷ややかに反論しました。

ここで第三の矛盾が明らかになります。彼は中国に対する先端チップの輸出規制を誰よりも強く推

し進めた人物です。自由主義陣営が安全装置を用意するための時間を稼ぐべきだという巨視的な舵

取りでした。そのような彼が、同じ時期にその規制を執行する自国政府と正面から戦いました。規

制を叫びながら、規制する権力と戦う一人の人間。この不一致を、彼の敵は偽善と呼び、彼は原則

と呼びました。本書はその判定を読者に委ねます。一つだけ明確にしておきます。彼は双方から嫌

われる場所を自ら選びました。足場の心もとない、狭い稜線でした。

夜な夜なミッション・ディストリクトの明かりを灯し、彼が演算の流れを調律する理由を、彼はフェ

ルミのパラドックス（Fermi Paradox）に例えて語ることがあります。宇宙にこれほど多くの星があ

り、知的生命の可能性がこれほど高いにもかかわらず、なぜ誰の信号も受信できないのか。もしか
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すると、数多くの文明が技術の思春期を越えられず、自らが生み出した知能の暴走の中で消え去っ

たのではないかという仮説。グレート・フィルター（Great Filter）と呼ばれるその閾値の前に、人

類がまさに今立っていると彼は捉えています。

審判でありながら選手であり得るのか。この問いは言い訳でも選択でもありませんでした。リング

の上で血を流しながら試合を牽引する者だけが、リング全体が崩壊する瞬間をいち早く察知して止

めることができるという、冷徹な因果に近いものでした。しかし、その因果が正しいという保証は

どこにもありません。選手として勝てなければ淘汰され、審判として制御できなければ人類が消滅

するという一本のロープの上で、片手でアクセルを踏み、もう片方の手は血まみれでハンドルを切

る。その仕事を最後まで成し遂げられる人間が果たして存在するのか、あるいは彼自身がいつの日

か、自ら警戒していた危機の主体のひとつになってしまうのか、現時点では誰にも分かりません。

父親を救えなかった科学の限界を打ち破るため人工知能の火を灯した青年は、今やその火が世界を

焼き尽くさないよう、憲法という名の防火壁を描いています。彼が率いる会社が最終的にこのレー

スの勝者となるのか、それとも資本と権力の重力の前に砕け散るのかは決まっていません。結果を

完全にコントロールすることはできなくとも、正しい方向性を定め、真摯に突き進むプロセスその

ものが重要であるという彼の言葉が、慰めとなるのか最後の言い訳となるのかもまだ分かりません。

バスは止まりません。数値は今日も上昇し続けています。『Contact』のあの質問は宇宙人に向け

られたものではなく、今や私たちに向けて跳ね返ってきます。あなた方は、私たちは、どのように

生き残るつもりですか。

前の章

すべての章を表示

弁護士、元国会議員、AI政策研究者
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